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研
究
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洋

緒

論

一
九
六
九
年
十
月
一
八
日
か
ら
一
九
七

O
年
一
月
二
七
日
ま
で
の
約
百
日
間
、
吉
川
逸
治
教
授
を
団
長
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
中
世
美
術
史
蹟
学
術
調
査
団
（
宮
山
守

弘
g

Y
宮
口
巴

8
円
盟
国
血

g
宕

Hメ
2
5
b
a
b
g
H
g
司
同
即
日
叩
〉
が
、
昭
和
四
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
寺
つ
け
て
、
中
仏
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
・
シ
ュ

ル
・
ガ
ル
タ
ン
プ
窃
巳
ロ
マ
ωミ
z
・2？
の
但
立
叩
自
唱
叩
〉
修
道
院
教
会
堂
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
と
の
調
査
は
、
乙
と
の
有
名
な
ロ

7ネ
ス
ク
壁
画
を
中
心
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
文
献
関
係
を
分
担
し
た
筆
者
は
、
三
篇
の
報
告
を
も
っ
て
そ
の
責
を
果
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
第
一
は
本
篇
で
、
乙
の
修
道
院
が
献
げ
ら

れ
て
い
る
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
公
自
由
吉
田

ω恒
三
ロ
ロ
タ
脚
色
三

ω世
丘
ロ
〉
に
関
す
る
諸
伝
承
の
紹
介
と
邦
訳
と
に
あ
て
ら
れ
、
以
下
第
二
に
関
聯
す
る
碑
文
・
文
献
、

第
三
に
修
道
院
略
史
が
乙
れ
に
続
く
予
定
で
あ
る
。

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
（
聖
サ
ヴ
ァ
ン
〉
に
関
す
る
伝
承
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
そ
の
弟
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス

3
・
。
司
耳
目
白
ロ
ロ
タ
富
山
口
悼
の
司
宮
町
田
）

と
の
絢
教
記
で
あ
り
、
乙
れ
に
は
、
ポ
ワ
チ
エ
の
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
修
道
院
長
ガ
ウ
ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
ハ
の
E
$
2
2
6
の
序
ハ
甲

g岡
田
氏
名
と
称
す
る
も
の
が
、

別
箇
に
残
っ
て
い
る
。
他
は
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
の
遺
体
の
奉
還

Q
g
S
E
a－
〉
の
記
で
、
乙
れ
は
、
そ
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
、
現
教
会
堂
の
位
置
に
建
て
ら
れ
た
教

会
堂
に
移
さ
れ
る
物
語
り
で
あ
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
が
、
乙
乙
で
は
物
語
り
の
展
開
順
に
よ
り
、

I

ガ
ウ
ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
序
、

E

殉

教
記
、

E

奉
遷
記
の
順
に
配
列
し
た
。
特
に

E
は
、
乙
の
教
会
堂
の
ク
リ
プ
タ
壁
画
の
素
材
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

〔
テ
ク
ス
卜
〕

上
記
の
何
れ
に
つ
い
て
も
、
モ

l
リ
ス
ト
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
の
手
に
な
る
刊
本
が
存
在
し
て
い
る
。

ー
の
〉
dω
回一回一同↓
HKF回一回〉叶，
HωMME色白仲間
O
脚色

i
g
g
ω
ω
・。
ud円
山
富
山
骨
骨

ω与
吉
伸

g
R
q
z日
・
冨
R
Sロ
骨
骨
骨
ロ
ロ
同
自
色
－

M1』芯
h
a
宮
、
言
語
由
選
同

弘
志
向
札
口
芯
可
宮
司
F

骨－

F
司
MHZPH斗ミ・
H
b
目g
u－－
z
g司
ペ
O同
w－
呂
田
∞
－

no－－同町
H－

E

U
由
窓
口
口
住
田
区
静
岡
仲
司
ユ
『
ロ
曲

ω胆
包
ロ
0

0
件
。
『
回
忌
白
ロ
O
切岡山岡山
S
Fロ
ロ
丘
四
P
国ロ

K
F
E
E
S
O向
山
口
の
巳
H
F
A
n
s
h町

S
n
H也、
E
N
p
h宮
門
戸
骨
・
口
戸

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）
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聖
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ス
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邦
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（森）

五。

（
匂
ぽ
合
同
。
品
。
白
即
日
曲
』

E
E
Y
H
M胆同即日

OH
阿。

B
0・
H∞由叶・同
uu－
SAFlH∞∞・

E
〉口
g
同，

E
ロ
色
己
目
。
ロ
即
日

ω・
ωmwdユ
ロ
山
富

m
H
H
q
H
F
Z仲
間
ロ
夕
、
b
H
3～口同
h
a
hミ
言
P
？
の
M
N
J
R
M
M
R
F
H∞印
M
u
g－
－
呂
町

HiH呂
田
・
乙
の
テ
ク
ス

ト
は
富
良
神
宮

0・明、
a
q程
遠

h
q
e
H
O
E
S
ミ
ミ
。
5
5
S
H
O可
s
a
N
2
．hsミ
S
E
R
乱。旬、詰ぬ
Hhh色、
s
p
s
q
S
E
E
S
a
S』
uthh町、
g
n
qた崎町同町色－

HV22・

？
〈
戸
匂
－
∞

coz－
か
ら
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち

I
は
、
改
行
す
ら
一
箇
所
も
な
い
文
章
で
あ
る
。

E
は
三
章
三
二
節
（
序
言
甲
己
O
同医師

H
1
、
第
一
章

H
2
1
9、
第
二
章

H
m
l
m
、
第
三
章

H
a
l
m記
）
に
分
た
れ
て
、
序
と
各
章
の
冒
頭
、
す
な
わ
ち
第
1
、
2
、
叩
、
幻
節
に
あ
た
る
部
分
は
、
何
れ
も
節
番
号
が
ふ
さ
れ
て
い
な
い
。
直
は
著
者
に
擬

せ
ら
れ
て
い
る
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
の
修
道
士
、
ア
イ
モ
イ
ヌ
ス
の
序
（

krgg百四

MMg広
三
口
）
を
ー
と
し
、
全
部
で
十
一
節
か
ら
成
る
。
こ
れ

ら
の
章
節
割
り
は
、
編
者
が
便
宜
的
に
ほ
ど
乙
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
邦
訳
で
は
さ
し
あ
た
り
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。

〔
手
写
本
〕

よ
記
テ
ク
ス
ト
の

I
は
欄
外
に
「
ポ
ワ
チ
エ
の
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
手
写
本
よ
り
」
（
切

H
B田－

g
s
t
。
3
H
U己
目
立
ミ
芯

E
Z）
と
記
さ
れ
て
お
り
、

E
は
そ
の
本
文
に
先
立
っ
て
、
「
ブ
レ
ッ
シ
ア
の
サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
l
ナ
修
道
院
で
使
用
さ
れ
て
い
た
、
個
有
の
翠
務
の
手
書
き
読
謂
本
よ
り
」
（
何
回

F
o
n
t
S
F
’

v
g
忌
ωω
・
。
自
己
仲
買

D官即時．

E
g
g
o
E
o
ω
・
C
丘
町
田

H
E
S
回
同
日
比

2
2
m
2
4巳
C
と
記
載
さ
れ
て
い
る
な
・

H
E
切〉。

E
は
、
本
文
標
題
の
す
ぐ
下

に
、
編
者
の
緒
論
（

C
Z
R
E
E
O
官

2
4
H巴
に
先
立
っ
て
、
と
れ
が
「
国
璽
尚
書
シ
ョ
ウ
ヴ
ラ
ン
の
手
書
本
か
ら
」
（

O
H
E
m－
E
g背
広

m
z
r
H
o
g
p三
の
き
干

ミ～
F

E
同
5
2
5
白山岡山口

D
E
S
口
g
g品
即
日
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
シ
ョ
ウ
ヴ
ラ
ン
（
の

R
自
己
ロ

HAOロ
即
日
。

F
2
4
0－
E
・
8
g
l
H斗
由
凶
）
は
一
七
三
七
年
に
職

を
追
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
が
ビ
ブ
リ
オ
フ
ィ
ル
ぶ
り
を
発
揮
し
た
の
が
そ
の
後
の
乙
と
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
乙
の
シ
ョ
ウ
ヴ
ラ
ン
本
は
十
八
世
紀
前
半
以
前

の
手
写
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

E
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
ポ
ワ
チ
エ
市
立
図
書
館
蔵
の
ド
ン
・
フ
ォ
ン
ト
ノ
l
の
手
書
本
（
冨

E
5
2
5
骨

U
O
B
司

g
H
S
Eロ
）
｜
｜
全
八
九
巻
、
そ
の

第
二
五
巻
と
第
八

O
巻
と
に
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
関
係
史
料
の
大
部
分
が
納
め
ら
れ
て
い
る
｜
｜
第
八

O
巻
に
「
ポ
ワ
ト
ウ
の
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
修
道
院
の
歴
史
に

供
す
る
覚
書
」
（
ミ
雪
是
認
旬
、
口
需
認
可
之
、
骨
、
常
ミ
ミ
ミ
忌

E
E
a
E
忌
－
P

E
号
H
S

』

d
n
S
F
冨

g
－

e
皆
目
句
。
三

g
g
p
件－

FMM門
戸
司
・

町
田
叶
田
昌
じ
が
あ
り
、
そ
の
第
二
巻
が
ま
さ
し
く
乙
の
奉
遷
伝
承
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
一
部
（
3
、
5
、
9
節
）
を
ラ
テ
ン
語
で
引
用
し
な
が
ら
、

乙
れ
が
「
乙
の
修
道
院
に
保
存
さ
れ
て
い
た
、
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
文
字
で
書
か
れ
た
古
い
聖
務
日
積
書
か
ら
」

2
・
ロ
ロ
三

g
H
V芯
己
包

3

2口ユ
3
2
Z
3
3
向。マ

丘

A
E
伺
虫
色

b
E
玄
D
E三
宮
夕
日
u
・
目
立
）
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
乙
の
引
用
部
分
は
、
筆
者
が
ミ
｜
ニ
ュ
本
｜
｜
す
な
わ
ち
シ
ョ
ウ
ヴ
ラ

ン
本

l
lと
照
合
し
た
結
果
、
殆
ん
ど
変
り
は
な
い
。
乙
の
覚
書
の
筆
蹟
は
、
ド
ン
・
フ
ォ
ン
ト
ノ

1
3
0
5
E
D
E
E
Fロ
S
S
E－
3
8
1コ
∞
D
）
の
そ
れ



ー

l
あ
る
い
は
そ
の
後

l
lと
考
え
ら
れ
、
彼
は
一
七
六
九
年
ま
で
乙
の
地
方
の
史
料
文
献
採
集
に
あ
た
っ
て
い
た
か
勺
乙
の
覚
書
は
そ
の
後
の
も
の
、
す
な

わ
ち
一
七
七

O
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
従
っ
て
乙
の
年
代
頃
ま
で
は
、
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
修
道
院
に
「
ゴ
テ
ィ
ッ
ク
書
体
の
聖
務
日
稽
書
」
が

存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
テ
ク
ス
ト
と
酷
似
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
シ
ョ
ウ
ヴ
ラ
ン
本
は
、
後
に
こ
れ
が
一
七
四

O
年
前
後
に
彼
の
蔵
書
に
入
っ
た

と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
別
本
で
あ
る
。

E
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
上
記
の
望
者
伝
集
成
に
納
め
ら
れ
た
そ
れ
の
他
に
、
ド
ン
・
フ
ォ
ン
ト
ノ
1
手
写
本
集
成
の
な
か
に
、
独
立
の
手
写
本
が
あ
る
（
写
真

参
照
〉
O

乙
れ
は
第
八

O
巻
の
三
八
三
頁
か
ら
三
九
三
頁
に
い
た
り
、
三
九
三
頁
の
半
ば
で
、
た
だ
ち
に
「
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
殉
教
記
が
は
じ
ま
る
」

Q
E芯
芹

官
印
氏
。
？
の
喜
岡
山
富
山
）
。
そ
し
て
後
者
は
四
一

O
頁
に
い
た
る
。
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
は
こ
の
筆
蹟
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
「
古
い
筆
蹟
」
ハ
宮
岡
山

zzgn？

2
5〉
と
記
し
、
あ
る
い
は
「
極
め
て
見
事
な
筆
蹟
で
、
私
に
は
十
七
世
紀
初
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
む
に
と
記
し
て
い
る
が
、
乙
の
見
解
は
妥
当
で
あ
り
、

筆
者
も
と
れ
を
、
お
そ
ら
く
は
サ
ン
・
モ

l
ル
会
が
こ
の
修
道
院
に
定
着
し
た
一
六
四

O
年
八
月
二
九
回
直
後
あ
た
り
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
し
か
し
乙

の
手
写
本
は
、
そ
の
冒
頭
に
よ
っ
て
「
ポ
ワ
チ
エ
の
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
修
道
院
の
聖
者
物
語
集
か
ら
の
抜
翠
」
（
関
与

E
E
E
E同
g
r可
申

E
g
s
a
s
z

品。

ω？
の
可
宮
山
自
宏
司
。

E
2乙
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
我
々
は
、

E
に
関
す
る
限
り
、
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
が
用
い
た
ブ
レ
ッ
シ
ア
の
サ
ン

タ
・
カ
タ
リ
l
ナ
修
道
院
本
（
以
下
プ
レ
ッ
シ
ア
本
H
B
と
呼
ぶ
）
と
、
本
写
本
（
以
下
ポ
ワ
チ
エ
本
H
P
と
呼
ぶ
〉
と
を
併
用
し
得
る
ζ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

B
－

P
二
本
の
相
互
対
照
は
、
種
々
の
興
味
あ
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

山

B
－

P
の
両
者
を
校
合
し
た
結
果
、
も
っ
と
も
は
な
は
だ
し
い
の
は
語
の
配
列
順
序
の
相
異
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
り
の
内
容
や

展
開
は
些
か
も
変
化
を
来
し
て
い
な
い
。

間
た
だ
し
P
に
は
、

B
に
お
い
て
は
欠
落
し
て
い
る
一
行
な
い
し
数
行
の
部
分
が
三
カ
所
（
U
－

m
・
鈎
節
）
に
あ
り
、

ω節
の
部
分
は
、
乙
れ
が
な
い
限

り
物
語
り
の
筋
が
通
ら
な
い
。

間

B
の
一
編
者
た
る
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
は
P
を
見
て
い
な
い
。
何
と
な
れ
ば
彼
ら
は
緒
論
に
お
い
て
、
本
文
序
冒
頭
の
献
辞
に
司
教
名
が
欠
け
て
い
る
と
と
を

非
難
し
て
い
る
が
な
・

8
N
U
V
、
P
に
は
乙
の
司
教
名
が
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

凶

B
の
欄
外
に
は
、
異
本
の
読
み
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
P
と
合
致
す
る
が
、
数
カ
所
に
わ
た
っ
て
合
致
せ
ず
、
し
か
も
そ
の
前
後
の

文
章
も
異
っ
て
い
る
。

間
メ
リ
メ
は
P
を

E宙
開
・

5
5豊
宮
町
宮
内
む
さ
き
さ
ミ

e
s
E
R
？

F
H四
日
刊
司
・

8
印
・
と
校
合
し
て
、
本
質
的
な
差
は
な
い
と
言
っ
て
い
む

一
方
B
は
、
そ
の
注
の
多
く
を
ラ
ッ
プ
に
よ
っ
て
い
る
。
従
っ
て
B
に
見
ら
れ
る
異
読
は
ラ
ッ
プ
の
そ
れ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

附

P
に
は
幻
節
以
下
に
目
立
っ
て
悪
い
箇
処
が
あ
り
、
そ
の
原
本
か
ら
解
読
出
来
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
数
語
を
横
線
で
つ
な
い
だ
り
（

m
－

m
－

m
v
あ

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
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の
邦
訳
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五



聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

森

五

る
い
は
欠
落
の
ま
ま
放
置
し
た
り
し
て
い
る
（
担
〉
。
と
れ
ら
は
何
れ
も
B
に
よ
っ
て
補
損
さ
れ
得
る
。

m
pは
、
乙
れ
を
用
い
た
メ
リ
メ
に
よ
っ
て
、
「
唾
棄
す
べ
き
ラ
テ
ン
語
、
誇
張
さ
れ
た
文
台
と
評
さ
れ
た
が
、
ラ
テ
ン
語
の
誤
綴
に
み
ち
て
い
る
。
一
方

B
は
、
ポ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
句
読
点
が
ま
こ
と
に
悪
い
。

以
上
の
所
見
か
ら
筆
者
は
、

B
と
P
と
を
共
通
の
根
か
ら
出
た
、
し
か
も
相
当
に
は
な
れ
た
こ
写
本
で
あ
る
と
判
断
し
た
い
。

B
は
お
そ
ら
く
P
系
統
の
、
し

か
も
P
自
体
で
は
な
い
、
テ
ク
ス
ト
と
校
合
さ
れ
て
い
る
。

B
－
P
両
テ
タ
ス
ト
の
系
列
の
ち
が
い
を
最
も
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
の
は
、
読
請
〈
目
。
白
骨
窓
口

g〉
の
切
り
方
に
見
ら
れ
る
相
違
で
あ
る
。
修
道
院
の
聖
務
日

課
に
お
い
て
は
、
そ
の
修
道
院
が
献
げ
ら
れ
て
い
る
聖
者
の
祝
日
に
は
、
特
に
夜
課
の
際
に
、
当
該
聖
者
の
伝
記
あ
る
い
は
殉
教
記
が
、
重
要
度
に
応
じ
て
、
三

乃
至
十
二
読
請
に
分
け
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

B
は
乙
れ
を
六
読
請
に
分
け
て
、
乙
れ
を
欄
外
に
明
示
し
て
い
る
。

P
に
お
い
て
は
唯
一
カ
所
、
三
八
三
頁
の
欄

外
に
、
《

F
2仲・同一
V
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
（
写
真
参
照
）
、
直
後
の
《
開

g己
》
と
い
う
語
が
特
に
太
く
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

文
中
に
は
乙
う
し
た
、
あ
る
い
は
太
く
、
あ
る
い
は
大
き
く
、
あ
る
い
は
飾
り
を
つ
け
て
書
か
れ
た
語
ま
た
は
文
字
が
全
体
で
九
カ
所
あ
る
。
と
れ
ら
を
読
請
の

切
れ
目
の
場
所
を
指
示
す
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、

P
は
乙
の
殉
教
伝
を
十
読
請
に
分
け
て
い
た
乙
と
に
な
る
。

P
に
お
け
る
十
読
請
は
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
第
一
読
請
が
目
立
っ
て
短
か
い
。
乙
の
乙
と
は
如
何
に
説
明
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ド
ン
・
フ

ォ
ン
ト
ノ
l
の
手
写
本
が
、
当
時
入
手
可
能
な
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
修
道
院
関
係
の
文
献
を
｜
｜
量
は
極
め
て
少
な
い
が
、
ー
l
網
羅
し
た
と
す
れ
ば
、
何
故
に
ー

と
E
と
が
と
れ
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
の
理
由
は
一
括
し
て
次
の
如
く
に
推
定
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

山
ポ
ワ
チ
エ
の
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
の
手
写
本
か
ら
と
ら
れ
た
と
い
う
序
文
ハ
I
〉
は
、
本
来
は
P
の
原
本
と
と
も
に
あ
っ
て
、
第
一
読
請
を
形
成
し
て
い
た
。

凶
序
文
を
と
も
な
う
P
の
原
文
に
は
、
本
来
奉
還
記
（
E
）
も
附
属
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

ζ

の
部
分
の
み
は
シ
ョ
ウ
ヴ
ラ
ン
の
蔵
舎
に
移
っ
た
。
（
し

た
が
っ
て
我
々
は
、
－
－

E
－
E
を
と
も
に
含
ん
で
い
た
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
本
H
C
の
存
在
を
推
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
J

間

P
の
筆
生
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
後
に
C
を
筆
写
し
、
し
た
が
っ
て
と
の
聖
サ
ヴ
ァ
ン
・
聖
ジ
プ
リ
ア
ン
殉
教
記
（
E
）
が
終
る
や
、
た
だ
ち
に
聖
キ
プ
リ

ア
ヌ
ス
殉
教
記
を
続
け
た
。

我
々
は
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
の
緒
論
（
の

o
g
g
g一良
E
m
U
H
8
4
2
6
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ッ
シ
ア
の
サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
l
ナ
修
道
院
に
対
し
て
、
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ

ス
、
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
両
聖
者
が
プ
レ
ッ
シ
ア
出
身
で
あ
る
乙
と
を
理
由
に
し
て
、
彼
ら
の
殉
教
記
を
、
お
そ
ら
く
は
ガ
リ
ア
か
ら
持
ち
乙
ん
で
、
読
請
と
し
て

課
し
た
の
が
、
十
五
世
紀
半
ば
の
プ
レ
ッ
シ
ア
司
教
ペ
ト
ル
ス
・
デ
・
モ
ン
テ
ハ
句

2
2帥
宕

Z
g
g）
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
と
を
知
っ
て
い
る
。

ζ

れ
は
B

－
P
両
系
列
の
分
岐
が
乙
の
年
代
よ
り
遥
か
に
さ
か
の
ぼ
り
得
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
筆
者
の
印
象
で
は
P
の
方
が
む
し
ろ
素
性
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

両
者
の
本
格
的
な
比
較
は
、
後
日
P
を
底
本
と
し
て
テ
ク
ス
ト
を
作
製
す
る
際
に
ゆ
ず
り
た
い
。



〔
物
語
り
の
内
容
と
成
立
〕

ー
に
よ
れ
ば
、

E
の
殉
教
記
｜
｜
ち
な
み
に
B
は
こ
れ
に
標
題
ら
し
い
も
の
を
付
し
て
居
ら
ず
、

P
の
み
が
乙
れ
を
「
殉
教
記
」

9
8弘
ov
と
呼
ん
で
い
る

ー
ー
は
、
ポ
ワ
チ
エ
市
壁
外
の
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
修
道
院
長
ガ
ウ
ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
、
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
・
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
事
蹟
を
集
め
て
、
乙
れ
を
「
物

語
り
風
に
」
記
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
り
、
マ
ル
テ
l
ヌ
と
デ
ュ
ラ
ン
は
、
理
由
を
記
す
乙
と
な
く
、
乙
の
序
に
一

O
二
九
年
と
い
う
年
代
を
与
え
て
い
る
。
ガ
リ

ア
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

1
ナ
は
、
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
の
第
十
代
院
長
と
し
て
の
Z
Z
Z立
g
を
あ
げ
、
彼
が
サ
ン
・
プ
ノ
ワ
・
シ
ュ
ル
・
ロ
ワ
l
ル
修
道
院

長
に
し
て
、
有
名
な
文
人
・
学
者
で
あ
っ
た
ア
ボ
ハ
ω包
三
〉

z
s
e
E
g弓
・
胆

5
P
白血∞ム
0
0
3
の
血
縁
者
で
あ
る
乙
と
、
ま
た
乙
の
人
物
が
一

0
0

三
年
に
「
サ
マ
リ
タ
l
ニ
」
（
ω凹
S
S世
HEMSO
と
共
住
し
て
い
た
の

E
Z
2
5
と
別
人
で
あ
る
と
は
認
め
難
い
乙
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
但
し
乙
の
修
道

院
の
一

O
二
九
年
頃
の
修
道
院
長
は
第
十
三
代
（
〉
血
色
岡
山

2
6
ま
た
は
第
十
四
代
（
司
巳

gロ
品
ロ
ろ
に
あ
た
る
か
ら
、
ガ
ウ
ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
修
道
院
長
の
存
在

は
認
め
ら
れ
で
も
、
彼
が
一

O
二
九
年
に
と
の
序
を
書
い
た
と
と
を
認
め
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
筆
者
は
従
っ
て
と
の
序
文
は
、
文
人
ア
ボ
の
血
縁
者
ガ
ウ

ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
記
憶
が
強
く
残
っ
て
い
る
時
期
、
す
な
わ
ち
彼
の
死
後
半
世
紀
前
後
の
頃
に
、
文
人
ア
ボ
の
令
名
に
便
乗
し
て
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
殉
教
記
の

成
立
後
に
、
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
修
道
院
で
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
ま
た
乙
の
文
体
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
乙
の
筆
者
は
殉
教
記
そ
の
も
の
の
筆
者
と
同

一
人
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

E
の
「
殉
教
記
」
は
、
そ
れ
が
自
称
す
る
と
乙
ろ
に
よ
れ
ば
、
四
五
八
年
に
、
ブ
レ
ッ
シ
ア
（
切
立
岡
山
P
切
H
g
n
g）
出
身
の
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の

兄
婚
が
、
仮
空
の
町
ア
ン
フ
ィ
ポ
リ
ス
（
〉
SMMVSo－
－
回
〉
、
つ
い
で
ガ
リ
ア
の
各
地
に
お
い
て
、
プ
ロ
コ
ン
ス
ル
・
ラ
デ
ィ
チ
ウ
ス
（

F
E
Eロ
タ
ド
胆
品
目
白
宮
る

と
マ
ク
シ
ミ
ヌ
ス
（
冨

gn即日
g
g）
と
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
つ
つ
多
く
の
奇
蹟
を
行
な
い
、
つ
い
に
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
か
ら
約
三
粁
の
ア
ン
テ
ィ
ニ
イ
付
近
で
斬

首
さ
れ
、
「
三
本
の
糸
杉
の
丘
」
E
｜
l
今
日
の
モ
ン
・
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
ー
ー
に
葬
ら
れ
る
経
緯
を
、
そ
の
一
部
始
終
の
目
撃
者
ア
ス
ク
レ
ピ
ウ
ス
（
k
r
m
n
H
8
2
乙

と
ヴ
ァ
レ
リ
ウ
ス
ハ
〈
巴
＠
ユ
ロ
る
の
二
司
祭
が
記
述
し
て
、
ー
l
p
に
よ
れ
ば
｜
｜
司
教
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
（
お
そ
ら
く
は
両
聖
人
が
旅
の
途
上
立
寄
っ
て
歓
待
を
・
つ

け
た
聖
ジ
エ
ル
マ
ン
・
ド
l
セ
l
ル

ω巴
己
の

2
g巴
ロ
島
民
国
同
一

2
8・
お
節
）
に
献
じ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
荒
唐
無
稽
で
、
一
見
し
て
と
れ
ら
が
事
実
に
基

づ
く
も
の
で
は
な
い
と
と
を
示
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
は
そ
の
緒
論
で
一
四
項
目
に
わ
た
っ
て
矛
盾
を
論
じ
、
と
れ
を
偽
書
（
〉
白
骨
但
凹
居
者

g
g）
と
断

じ
た
。
し
か
し
我
々
は
乙
乙
で
、
書
か
れ
た
乙
と
が
歴
史
的
事
実
で
あ
る
と
と
を
要
求
す
る
ポ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
と
同
じ
立
場
に
立
つ
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
か
ら
、

さ
し
あ
た
り
非
常
に
顕
著
な
矛
盾
を
指
摘
し
て
お
け
ば
充
分
で
あ
る
。

川
両
筆
者
の
生
地
は
北
伊
の
プ
レ
ッ
シ
ア
か
、
あ
る
い
は
ガ
リ
ア
の
プ
レ
ッ
ス
か
。
近
代
の
聖
者
伝
学
者
に
は
プ
レ
ッ
ス
説
を
と
る
も
の
も
い
る
が
、

B
も
P

（

H
V
 

も
共
通
し
て
回
ユ
弘
同
の
読
み
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
邦
訳
で
も
プ
レ
ッ
シ
ア
を
と
っ
た
。

凶
乙
れ
ら
の
事
件
が
起
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
時
期
に
、
聖
ジ
エ
ル
7

ン
・
ド
l
セ
l
ル
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。
乙
の
司
教
は
、
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
の

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

ハ森〉

五
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（森）

五
四

指
摘
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
四
四
八
年
七
月
三
一
日
に
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
で
残
し
た
。

間
そ
の
治
下
に
ζ

の
こ
と
が
起
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
東
ロ
！
？
皇
帝
マ
ル
テ
ィ
ア
ヌ
ス
（
冨
虫
色
M
E
5・
APE－

8
3
は
反
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
彼
の
治
下
に
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
（

S
C
が
関
か
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
知
く
し
て
こ
の
殉
教
記
に
つ
い
て
は
、
外
層
的
に
は
勿
論
の
乙
と
内
層
的
に
も
そ
の
成
立
時
期
を
指
示
す
る
要
素
が
な
い
。
乙
れ
は
少
な
く
と
も
三
種

の
聖
者
伝
｜
l
オ
l
セ
l
ル
の
聖
ジ
エ
ル
マ
ン
、
ト
ロ
ワ
の
聖
サ
ビ
ニ
ア
ヌ
ス
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l
プ
ル
の
聖
モ
キ
ウ
ス
ー
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の

〔日）

で
あ
る
。
乙
の
中
で
我
々
は
、
ト
ロ
ワ
で
、
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
帝
の
治
下
に
斬
首
に
よ
っ
て
殉
教
し
た
と
い
う
聖
サ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス

3
・
ω世玄ロ
2
2
p
m丘
三

ω守

三
回
目
申
ロ
）
に
興
味
を
ひ
か
れ
る
。
彼
の
異
教
徒
の
父
は
正
に
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
で
あ
り
、
物
語
り
の
展
開
も
酷
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
乙
の
最
古
の
手
写
本
は
十

世
紀
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
の
「
殉
教
記
」
の
著
者
が
乙
れ
を
利
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
成
立
年
代
は
十
世
紀
か

ら
十
一
世
紀
後
半
（
I
の
序
文
の
成
立
期
）
ま
で
の
間
で
あ
る
。
筆
者
は
文
体
か
ら
、
成
立
年
代
と
し
て
十
一
世
紀
の
第
三
四
半
期
を
と
り
た
い
。
ま
た
乙
の
著
者

は
、
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
周
辺
の
地
理
に
比
較
的
明
る
い
乙
と
と
、
ま
た
聖
サ
ヴ
ァ
ン
が
物
語
り
の
中
で
終
始
兄
と
し
て
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
て
い
る
と
と
か
ら
、

乙
の
著
者
は
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
の
修
道
士
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

E
の
「
奉
還
記
」
は
一
応
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
の
修
道
士
ア
イ
モ
イ
ヌ
ス
（
〉
吉
5
5
5・
〉
E
5
5・
↓
∞
宮
山
口
・

8
H・
呂
田
）
に
帰
せ
ら
れ
て
い

〔

H）

る
が
、
モ
リ
ニ
エ
は
無
条
件
に
こ
の
乙
と
を
否
定
し
、
あ
わ
せ
て

l
l理
由
を
あ
げ
ず

K
I－
－
乙
れ
を
十
一
世
紀
の
も
の
と
し
て
い
る
o

乙
の
物
語
り
の
内
容
は
、

メ
リ
メ
が
そ
の
素
朴
さ
か
ら
そ
の
古
さ
を
推
定
し
た
に
し
て
句
何
ら
の
現
実
の
反
映
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
冒
頭
に
修
道
院
長
故
フ
ク
ベ
ル
ト
ゥ
ス

S
5
2
5）

の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
ガ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l
ナ
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
修
道
院
に
乙
の
名
の
修
道
院
長
は
い
な
い
。
し
か
し
同
じ
く
ガ
リ
ア
・
ク

リ
ス
テ
ィ
ア
l
ナ
に
よ
れ
ば
、
他
に
フ
ク
ベ
ル
ト
ゥ
ス
修
道
院
長
は
二
人
い
る
。
一
人
は
八
六
二
年
に
サ
ン
・

1
5・
ド
・
ト
ゥ

1
2修
道
院
長
と
な
弘
）

一
人
は
八
九
二
年
に
サ
ン
・
ジ
エ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
の
修
道
院
長
と
な
っ
て
い

mv
一
方
で
は
、
乙
の
「
奉
遷
記
」
が
ア
イ
モ
イ
ヌ
ス
の
文
名
に
便
乗
し
て
い

る
ζ
と
、
他
方
で
は
、
乙
の
物
語
り
の
中
で
「
奉
遷
」
に
主
役
を
演
ず
る
パ
イ
デ
ィ
ル
ス
が
、
ト
ウ
l
ル
の
マ
ル
ム

l
テ
ィ
エ
の
修
道
院
長
と
さ
れ
て
い
る
と
と

（
6
節
、
ミ
l
ニ
ュ
版
の
緒
論
が
指
摘
す
る
如
く
に
、
乙
の
名
の
修
道
院
長
は
い
な
い
）
が
、
上
記
二
人
の
フ
ク
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
何
れ
に
も
可
能
性
を
残
し
て
い
る

が
、
凶
こ
の
物
語
り
の
内
容
が
今
日
認
め
ら
れ
て
い
る
修
道
院
の
成
立
事
情
（
続
稿
に
ゆ
ず
る
）
と
お
よ
そ
か
け
は
な
れ
て
い
る
と
と
と
、
凶
と
の
物
語
り
の

筆
致
に
は
、
地
理
的
感
覚
が
一
切
感
じ
ら
れ
な
い
乙
と
と
か
ら
、
筆
者
は
む
し
ろ
地
理
的
に
も
時
間
的
に
も
よ
り
か
け
離
れ
た
、
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
デ
・
プ

レ
の
フ
ク
ベ
ル
ト
ゥ
ス
修
道
院
長
を
と
り
た
い
と
思
う
。
従
っ
て
と
の
「
奉
遷
記
」
の
成
立
は
、
八
九
二
年
か
ら
約
半
世
紀
以
内
、
十
世
紀
半
ば
の
サ
ン
・
ジ
エ

ル
マ
ン
・
デ
・
プ
レ
修
道
院
に
属
し
て
、
十
一
世
紀
ま
で
は
下
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



〔
翻
訳
と
付
注
〕

ー
と

E
と
に
つ
い
て
訳
者
は
、
上
記
刊
本
テ
ク
ス
ト
を
、
出
来
る
だ
け
逐
語
的
に
訳
し
た
。

E
に
つ
い
て
は
、

B
か
ら
、
テ
ク
ス
ト
と
と
も
に
、
そ
の
章
節
割

り
と
リ
ュ
ブ
リ
ッ
ク
と
を
踏
襲
し
、

P
を
併
用
し
て
、
同
じ
く
逐
語
訳
を
試
み
た
。
訳
文
の
う
ち
〔
〕
で
く
く
っ
た
部
分
は
B
に
あ
る
も
の
、
（
）
で
く
く
っ

た
部
分
は
P
の
み
に
あ
る
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
B
と
P
と
の
聞
に
表
現
の
相
異
が
あ
る
場
合
に
は
、
訳
文
も
二
重
に
な
っ
て
い
る
。

P
の
み
に
存
す
る
長

い
文
章
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
注
記
し
た
。
原
則
と
し
て
地
名
は
現
行
名
を
、
人
名
は
原
文
の
読
み
を
と
っ
た
。
但
し
偶
像
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
は
、

B
－
P
何
れ
も

こ
れ
を
り
目
。
ロ
可
回
目

5
と
し
て
い
る
が
、
妥
当
で
は
な
い
の
で
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
に
統
一
し
た
。

読
請
に
つ
い
て
は
、

B
の
そ
れ
は
テ
ク
ス
ト
通
り
に
欄
外
に
訳
出
し
、

P
の
読
訴
の
切
れ
目
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
、
訳
文
中
の
該
当
箇
所
と
欄
外
と
に

5
印

を
付
し
た
。
そ
の
他
欄
外
に
は
、

I
と
E
と
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
が
納
め
ら
れ
て
い
る
集
成
の
コ
ロ
ン
ヌ
番
号
を
、

E
に
つ
い
て
は
門
〕
内
に
B
の
ペ
ー
ジ

数
を
、
（
）
内
に
P
の
そ
れ
を
付
し
た
。

訳
注
は
特
殊
な
も
の
を
除
き
、
出
来
る
だ
け
避
け
た
。
た
だ

E
の
場
合
に
、

B
に
は
十
四
ケ
所
の
注
が
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
が
緒
論
で

展
開
し
た
、
内
容
が
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
と
と
を
論
証
す
る
対
応
箇
処
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
注
を
採
用
し
た
場
合
に
は
（
原
注
）
と
記
し
、
訳
注

と
区
別
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
の
何
れ
に
も
聖
書
の
レ
フ
エ
ラ
ン
ス
が
な
い
の
で
、
訳
者
が
発
見
し
得
た
限
り
は
乙
れ
を
訳
注
に
付
し
た
。

本
稿
が
成
る
た
め
に
は
、
調
査
団
員
諸
氏
の
御
協
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ポ
ワ
チ
工
大
学
の
ク
ロ
ゼ
名
誉
教
授
、
同
大
学
中
世
文
化
史
研
究
所
長
ラ
バ
ン
ド

教
授
、
ラ
バ
ン
ド
夫
人
、
フ
ァ
ヴ
ロ

l
氏
等
の
適
切
な
る
助
言
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
ド
ン
・
フ
ォ
ン
ト
ノ

l
手
写
本
の
閲
覧
及
、
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影

に
つ
い
て
は
、
ポ
ワ
チ
エ
市
図
書
館
長
ゲ
ラ
ン
氏
の
御
好
意
に
す
が
っ
た
。
さ
ら
に
翻
訳
の
作
業
を
進
め
る
上
で
は
、
福
岡
大
学
助
教
授
河
井
田
研
郎
氏
及
、
び
九

州
大
学
文
学
部
助
手
岸
チ
ズ
子
氏
の
多
大
の
協
力
を
得
た
。
識
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
乙
の
拙
な
き
邦
訳
を
、
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
研
究
の
先
駆
者

に
し
て
、
思
師
で
あ
る
、
調
査
団
長
吉
川
逸
治
教
授
に
献
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

注

（1
）
ド
ン
・
フ
ォ
ン
ト
ノ
ー
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
同
・
の
同
Z
O寸・

何
崎
君
。
＝
R
h
円
、
・
同
町
民
向
句
ぬ
宮
町
向
淘
ね
え
AW句。＝
h

崎
両
札
旬
、
。
hHha
明、．
h

向H
な
h

h
u
s．＝
H
E
ミ
h

忌
旬
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ぬ
と
ん
ぼ
』
向
－
H
M
同
H

F

H

也
斗
0
・
唱
－

B

H

同
・
』
〉
の
E

c
d切
冨
開
↓
－

n
b
Sロ～
h
n
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S
F
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ロ
号
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ミ
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u
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門
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s
n
h
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v
・
H
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A
P
－
4
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（
2
〉

同
V

・
呂
田
口
冨
ゆ
刷
－
z
q
H
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h
E
『
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色
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町
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ミ
号
色
司
H
E
E
ミ
S
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I 

殉
教
者
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
お
よ
び
聖
サ
ビ
ヌ
ス
伝
に
対
す
る
修
道
院
長
ガ
ウ
ス
ベ
ル
ト
ウ
ス
の
序

山
教
会
の
諸
知
識
の
研
錆
に
よ
り
、
無
械
な
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
る
、
ま
た
愛
の
紳
に
よ
っ
て
我
と
分
ち
が
た
く
結
ぼ
れ
た
ら
日
最
愛
の
ボ
ゾ

。cと
最
も
静
誼
な
る
フ
リ
デ
リ
グ
ス
へ
、
あ
ら
ゆ
る
修
道
院
長
の
う
ち
で
最
も
愚
か
な
る
我
ガ
ク
ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
、
終
り
な
く
続
く
べ
き
主
の
歓

び
を
贈
る
。
筆
に
よ
っ
て
武
装
し
た
キ
リ
ス
ト
の
闘
技
士
た
ち
の
あ
る
者
は
、
古
き
先
達
よ
り
う
け
つ
い
だ
簡
潔
さ
を
も
っ
て
、
獣
皮
紙
の
う

え
に
信
仰
の
闘
い
を
記
述
し
た
が
、
こ
れ
は
我
ら
の
時
代
の
信
仰
篤
き
人
々
に
対
す
る
教
本
と
し
て
は
、
神
の
提
の
理
解
の
代
り
に
、
味
け
な

さ
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
人
々
は
む
し
ろ
な
が
な
が
と
楽
し
め
る
書
巻
を
好
み
、
こ
れ
ら
は
、
憐
舌
な
語
り
口
の
習
慣
と
合
致
し

て
、
仰
々
し
い
尾
鰭
に
よ
っ
て
、
耳
と
い
う
器
官
を
く
す
ぐ
る
の
で
あ
る
。
実
際
あ
る
人
々
に
は
、
よ
り
広
範
な
、
そ
し
て
そ
れ
に
即
席
で
言

葉
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
の
ば
さ
れ
た
も
の
が
、
よ
り
豊
か
で
よ
り
楽
し
み
に
と
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
何
と
な
れ
ば
大
袈
裟
な
話
し

方
を
す
る
も
の
は
、
当
然
そ
れ
に
伴
っ
て
、
短
い
散
文
の
表
現
を
避
け
る
か
ら
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
か
の
短
い
筆
致
で
意
志
を
伝
え
た
古
代
人

の
努
力
を
損
な
う
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
く
、
か
え
っ
て
神
の
す
べ
て
の
讃
美
の
上
に
称
讃
を
つ
け
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
彼
ら
が

詩
篇
詠
諦
者
と
と
も
に
、
神
の
聖
者
を
通
じ
て
神
を
賞
め
ま
つ
る
際
に
は
、
ま
こ
と
一
途
に
神
の
不
思
議
を
、
神
の
聖
者
を
通
じ
て
宣
ベ
伝
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
事
情
が
か
く
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
折
し
も
、
何
れ
か
と
言
え
ば
、
ポ
ワ
チ
エ
の
市
壁
の
傍
に
位
置
す
る
、
殉
教
者
の
栄
冠

を
う
け
た
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
修
道
院
の
兄
弟
た
ち
の
懇
願
も
だ
し
が
た
く
、
我
々
は
、
こ
の
最
も
顕
著
な
る
神
の
戦
士
と
、
彼
自
身
の
兄
で
あ

る
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
の
信
仰
の
戦
い
の
功
業
を
、
よ
り
長
め
に
か
つ
物
語
り
風
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
と
め
る
よ
う
に
意
を
用
い
た
。
し
か

し
な
が
ら
栄
光
は
彼
ら
に
よ
っ
て
我
ら
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
上
に
名
を
あ
げ
た
、
そ
の
御
方
に
帰
せ
ら
れ
る
。

方
は
、
彼
の
証
人
た
ち
が
著
る
し
く
栄
光
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
知
り
た
ま
う
た
し
、
彼
ら
を
こ
の
世
の
時
の
以
前
か
ら
、
天
の
嗣
業
の
市

か
か
る
意
図
を
も
っ
て
企
て
ら
れ
た
こ
の
仕
事
を
や
り
と
げ

こ
の
御

民
た
ら
し
め
る
こ
と
を
、
予
知
し
予
定
し
た
ま
う
た
。
そ
し
て
最
後
に
我
ら
は
、

聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

五
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聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

五
八

る
に
足
る
峻
厳
な
る
魂
を
、
我
ら
の
祈
り
に
よ
っ
て
求
め
ま
つ
る

Q

こ
の
魂
は
、
こ
れ
が
持
続
す
れ
ば
、
貧
し
き
教
え
の
庭
を
、
北
風
か
ら
遮

ら
れ
た
も
の
と
な
し
、
我
ら
の
内
に
神
の
讃
美
の
若
芽
を
育
く
み
、
ま
た
育
く
み
つ
つ
聖
化
す
る
の
で
あ
る
。
我
が
霊
化
す
る
と
言
う
は
、

神
は
我
ら
を
、
神
が
告
げ
た
ま
う
た
約
束
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
無
償
の
御
慈
悲
を
も
っ
て
憐
み
た
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
汝

の
口
を
聞
け
よ
、
我
そ
れ
を
満
さ
ん
と
言
わ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
事
実
我
ら
は
、
か
の
御
方
に
、
我
ら
の
口
を
聞
き
た
ま
わ
ん
こ
と
を
求
め
ま

つ
る
。
彼
は
そ
の
叡
知
を
も
っ
て
、
物
言
わ
ぬ
口
を
ひ
ら
き
、
幼
児
の
言
葉
を
理
に
か
な
っ
た
も
の
と
な
し
た
ま
う
。
我
が
か
の
御
方
と
言
う

は
、
信
仰
な
き
ア
ハ
ズ
王
が
立
去
っ
た
後
に
、
し
か
も
邪
悪
な
る
会
話
に
よ
っ
て
唇
が
穣
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
イ
ザ
ヤ
の
予
言
す
る
唇
を
、

錯
で
祭
壇
よ
り
と
り
た
る
炭
火
を
も
っ
て
、
潔
め
た
ま
い
し
御
方
で
あ
る
。
最
後
に
我
々
は
、
こ
れ
を
卓
越
し
た
読
諦
文
に
導
入
し
て
、
定
め

ら
れ
た
る
祈
り
に
加
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（

1
）

《

n
o
g玄
Z
B吉
田
門
戸
田
V
－

uz
の
白
ロ
向
。
・
。
守
hhR耐え
E
S
送
金
崎
町
宮
町
同
宮
、
s
a
E
H
E
h
h
b
H
h
h・
1

8ミ』
V
R
H
E
S
F
回
E
5
5
0
8ロ］ロロ
m
o
g－

青
に
よ
っ
て
く
っ
つ
け
る
の
意
。
引
例
と
し
て
は
当
該
箇
所
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。

（2
）
詩
第
、
第
八
一
（
八

O
）
皆
川
、
日
。

（3
〉
イ
ザ
ヤ
書
、
第
六
章
、

6
1
7
0

涯

〔p.181〕

II 

〔
聖
殉
教
者
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
お
よ
び
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
に
つ
い
て

〔p.184〕

イ
タ
リ
ア
で
は
プ
レ
ッ
シ
ア
の
、
あ
る
い
は
ガ
リ
ア
で
は
ア
シ
テ
ィ
ニ
イ
の

偽

書

プ
レ

y
シ
ア
の
サ
シ
グ
・
カ
グ
リ

l
ナ
修
道
院
で
使
用
さ
れ
て
い
た
個
有
の
聖
務
の
手
書
き
読
諦
本
よ
り

序

= Eコ
L...J 



読
請

(p. 383) 

（
ポ
ワ
チ
エ
の
サ
シ
・
シ
プ
リ
ア
ジ
修
道
院
の
聖
者
物
語
集
か
ら
の
抜
率

聖
殉
教
者
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
お
よ
び
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
序
言
は
じ
ま
る
。
）

も
ろ
も
ろ
の
司
教
の
う
ち
で
最
も
聖
な
る
ハ
グ
ル
マ
ヌ
ス
）
殿
へ
、
司
祭
ア
ス
グ
レ
ピ
ワ
ス
お
よ
び
グ
ァ
レ
り
ク
ス
、
挨
拶
を
お
く
る
。
聖

な
る
父
ょ
、
倣
う
に
ふ
さ
わ
し
き
こ
と
ど
も
や
、
さ
ら
に
そ
の
他
こ
の
世
に
有
益
な
る
こ
と
ど
も
、
す
な
わ
ち
詩
聖
人
の
勝
利
は
、
記
述
す
る

文
体
が
野
卑
で
あ
っ
て
も
、
〔
神
か
ら
恵
み
を
得
ん
と
欲
す
る
も
の
に
〕
（
こ
れ
ら
に
倣
わ
ん
と
欲
す
る
も
の
に
）
褒
賞
と
健
全
な
る
癒
し
と
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
貴
重
な
る
殉
教
者
サ
グ
ィ
ヌ
ス
と
そ
の
弟
キ
プ
り
ア
ヌ
ス
と
の
勝
利
を
、
そ
れ
ら
に
最
後
ま
で
立
会
っ
て

い
た
我
々
は
、
物
語
る
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
伝
記
類
は
、
〔
我
々
が
卑
俗
な
筆
を
用
い
て
書
い
た
に
し
て
も
、
〕
（
我
々
は

俗
人
の
よ
う
な
筆
を
用
い
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
）
一
般
の
人
々
に
益
を
も
た
ら
す
に
足
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
多
く

の
中
か
ら
僅
か
を
、
と
は
言
え
、
神
が
証
人
と
な
り
た
ま
う
如
く
に
、
最
も
真
実
な
る
こ
と
を
記
し
た
。
こ
れ
ら
は
汝
の
聖
性
に
捧
げ
る
に
価

す
る
と
我
ら
が
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
す
な
わ
ち
汝
が
彼
ら
を
汝
の
祝
福
を
も
っ
て
確
認
し
た
ま
い
、
彼
ら
の
信
仰
の
闘
い
を
、
今

汝
が
ふ
た
た
び
述
べ
ひ
ろ
め
た
ま
わ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

パ
ツ
シ
オ

（
序
言
は
終
り
、
殉
教
記
始
ま
る
。
）

〔
第
一
章

聖
人
た
ち
の
信
仰
に
お
け
る
ゆ
る
ぎ
な
さ
と
拷
問
〕

主
の
化
肉
の
四
五
八
年
に
、

イ
ダ
リ
ア
の
ア
シ
フ
ィ
ポ
リ
ス
の
町
で
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
と
マ
グ
シ
ム
ス
と
が
ヨ
シ
ス
ル
た
り
し
第
六
年
に
、
異

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

五
九
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六
0 

教
徒
の
予
期
さ
れ
ぬ
群
衆
が
、
突
如
と
し
て
こ
の
属
州
に
偽
り
の
神
々
の
礼
拝
の
た
め
に
あ
ら
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
ほ
と
ん

E
全
て
の
も
の
が

神
々
の
像
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
た
が
、
し
か
も
ア
ジ
フ
ィ
ポ
リ
ス
の
町
で
は
、
人
々
は
悪
魔
的
な
罪
悪
に
毒
さ
れ
て
、
デ
ィ
オ
＝
ツ
ス
の
像
か
ら
生

S
命
と
助
け
と
を
亨
け
た
と
信
じ
、
こ
の
像
に
生
賛
を
さ
さ
げ
た
0
5
当
時
二
人
の
兄
弟
が
い
た
が
、
高
貴
な
家
系
に
お
い
て
、
知
識
に
お
い

て
、
聖
性
に
お
い
て
、
（
さ
ら
に
）
信
仰
に
お
い
て
、
〔
さ
ら
に
な
か
ん
づ
く
貞
潔
に
お
い
て
〕
抜
き
ん
で
て
お
り
、
ア
シ
フ
ィ
ポ

p
ス
の
近
く

の
プ
レ
ッ
シ
ア
の
（
町
の
）
出
身
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
す
な
わ
ち
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
毎
日
、
人
々
が
偽
り
の

聞
神
の
故
に
廃
棄
し
た
聖
な
る
〔
三
位
一
体
の
〕
信
仰
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
俗
人
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
い
に
い
た

’U
る
〔
三
位
一
体
の
〕
途
を
説
く
た
め
に
、
自
ら
を
壁
と
し
て
す
べ
て
の
人
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
日
く
。
見
ょ
、
そ
し
て
知
れ
。
人
の
手

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
は
、
神
々
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
偽
り
の
神
の
狂
気
沙
汰
と
、
悪
魔
ど
も
の
誘
惑
と
を
捨
て
よ
。
そ
し
て
生
け

る
神
、
我
ら
の
主
な
る
イ
エ
ス
・
キ
り
ス
ト
に
帰
れ
。
彼
が
父
と
と
も
に
す
べ
て
を
無
か
ら
創
り
た
ま
い
し
こ
と
は
、
詩
篇
作
者
が
、
も
ろ
も

ろ
の
天
は
主
の
み
こ
と
ば
に
よ
り
て
成
り
、
天
の
万
寧
は
彼
の
口
の
気
に
よ
り
で
つ
く
ら
れ
た
り
日
と
言
っ
て
証
し
し
た
如
く
で
あ
る
。

（

1
）
 

詩
篇
、
第
三
ニ
〈
三
三
）
錦
、
6
。

3
、
彼
は
そ
の
生
涯
の
終
り
に
、
白
か
ら
人
を
〔
救
う
も
の
と
し
て
〕
（
嘉
し
と
し
て
）
、
我
々
を
慈
悲
深
く
も
贈
い
た
ま
う
た
。
と
こ
ろ
で

偽
り
の
神
々
は
、
聾
で
あ
り
、
〔
唖
で
ゐ
り
〕
（
多
数
で
あ
り
）
、
そ
し
て
愚
か
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
自
体
が
役
に
立
ち
得
な
い
し
、
そ

れ
ら
を
礼
拝
す
る
も
の
を
聾
や
唖
や
愚
か
し
い
も
の
と
な
し
て
、
地
獄
の
獄
舎
へ
と
曳
い
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
キ
F
ス
ト

舶
は
、
一
人
子
、
長
子
に
ま
し
ま
し
て
、
永
遠
な
る
神
と
同
じ
実
体
を
も
ち
、
と
も
に
永
遠
に
生
き
た
ま
う
息
子
で
あ
り
、
我
ら
の
無
知
と
不
信

ド
と
の
黄
泉
を
て
ら
す
、
近
寄
り
が
た
い
光
で
あ
ら
せ
た
ま
う
。
〔
こ
の
よ
う
に
〕
彼
等
は
、
か
か
る
救
い
を
も
た
ら
す
べ
き
戒
め
に
よ
っ
て
、

家
郷
の
町
〔
プ
レ
7

シ
ア
〕
で
も
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
に
〔
プ
レ
ヲ
シ
ア
の
〕
隣
り
に
あ
る
ア
ジ
フ
ィ
ポ
リ
ス
で
も
、
人
々
を
説
く
こ
と
を

や
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
人
々
は
こ
の
戒
め
に
嫉
み
を
い
だ
き
、
反
対
に
、
す
で
に
の
ベ
た
忌
わ
し
い
偽
り
の
神
デ
ィ
オ
ユ
ツ
ス
の
周
年
祭
に



は
、
従
来
の
習
慣
通
り
に
、
も
っ
ぱ
ら
犠
牲
を
さ
さ
げ
、
饗
宴
を
は
っ
て
こ
れ
を
称
え
た
。

4
、
と
こ
ろ
で
前
述
の
思
わ
し
き
デ
ィ
オ
－
一
ツ
ス
の
祭
り
か
ら
五
カ
月
自
に
、
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
の
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
が
、
デ
ィ
オ
ユ
ツ
ス
に
犠

牲
を
さ
さ
げ
る
た
め
に
ア
ジ
フ
ィ
ポ
リ
ス
に
来
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は
、

〔
プ
レ
ッ
シ
ア
の
町
か
ら
来
た
〕

サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の

兄
弟
が
（
プ
レ
y

シ
ア
の
町
か
ら
来
て
て
自
ら
を
キ
リ
ス
ト
の
兵
士
で
φ

め
る
と
言
い
、

新
し
い
教
え
を
〔
も
た
ら
し
〕
（
主
張
し
て

死
人
で

あ
り
、
し
か
も
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
り
ス
ト
を
、

か
つ
真
の
神
で
あ
る
と
言
い
張
っ
て
、
人
々

〔
真
の
〕
神
の
子
、
真
の
人
、

偽
り
の
神
々
〔
の
礼
拝
か
ら
〕
（
を
拝
む
も
の
の
）
多
く
が
引
は
な
さ
れ
た
と
、

そ
の
上
さ
ら
に
人
々
は
〔
熱
狂
し
て
〕
（
歓
声
を
あ
げ
て
）
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
に
懇
願
し
た
。
群
衆
と
は
彼
ら
が
始
め
た
こ
と
を
と

こ
と
ん
ま
で
や
り
ぬ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
殿
ょ
、
も
し
も
汝
が
彼
ら
に
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
な
ら
ば
、
す
べ
て
の

も
の
が
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
人
々
は
我
ら
の
供
犠
を
愚
か
な
こ
と
と
考
え
て
、
我
ら
の
デ
ィ
オ
ェ
ツ
ス
の
（
神

を
ま
ど
わ
し
且
誘
惑
し
、
ま
た
こ
の
こ
と
の
故
に
、

彼
に
知

ら
さ
れ
た
。

の
）
信
仰
は
、
こ
と
ご
と
く
廃
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

読
請
ニ
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
は
恐
怖
の
余
り
極
度
に
興
奮
し
て
、
町
の
一
段
高
い
場
所
に
あ
る
裁
判
官
席
に
座
し
て
、

sち
、
す
な
わ
ち
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
と
（
彼
の
弟
）
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
が
彼
の
も
と
に
連
れ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
し
て
（
プ
ロ
コ
シ
ス

同

h
u

、。。
υ

キ
p
ス
ト
の
兵
士
た

ル
は
〉
彼
ら
に
言
っ
た
。
汝
ら
は
何
処
の
も
の
か
、
ま
た
如
何
な
る
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
か
を
私
に
述
べ
よ
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
容
易
に
汝
ら
の
魔
、
法
の
技
の
秘
密
が
発
見
さ
れ
ん
が
た
め
で
為
る
。
と
言
う
の
も
汝
ら
は
単
に
デ
ィ
オ
ニ
ツ
ス
に
犠

牲
を
さ
さ
げ
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
し
か
も
さ
ら
に
〔
彼
に
〕
犠
牲
を
さ
さ
げ
ん
と
欲
す
る
も
の
た
ち
を
誘
惑
し
て
背
を
む
け
さ
せ
て
い
る

が
、
我
々
は
汝
ら
が
如
何
な
る
信
仰
、
あ
る
い
は
力
に
よ
っ
て
〔
こ
の
〕
（
こ
れ
ら
の
）
こ
と
を
な
す
の
か
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
聖
サ

グ
ィ
ヌ
ス
は
答
え
た
。
汝
は
真
理
も
神
の
力
も
知
ら
な
い
が
、
何
故
に
汝
は
す
べ
て
の
真
理
を
憎
悪
し
な
が
ら
、
我
ら
を
尋
問
す
る
の
か
。
し

こ
れ
は
先
ず
汝
ら
の
家
系
を
知

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

森
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六

そ
し
て
誰
が
汝
を
魂
と
肉
体
と
を
も
っ
て
造
り
た
ま
い
し
か
を
想
え
。

汝
は
真
理
を
識
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
我
と
我
が
弟
と
は
、
聖
書
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
な
か
に
我
々
は
、
異
教
徒
の
偶
像
が
人
の
手
の
業
で

あ
る
が
故
に
、
こ
れ
ら
が
、
自
ら
益
を
も
た
ら
す
こ
と
も
出
来
事
す
、
他
人
を
助
け
る
こ
と
も
出
来
な
い
所
以
を
、
ま
た
汝
ら
が
こ
れ
ら
の
な
か

か
し
な
が
ら
先
ず
汝
の
心
に
理
解
カ
を
備
え
よ
（
貯
え
よ
）
。

か
く
て

に
あ
る
と
〔
認
め
て
い
る
〕
（
信
じ
て
い
る
）
権
威
も
、

永
遠
に
こ
れ
ら
と
共
に
〔
愚
か
し
い
も
の
と
し
て
〕

廃
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
学
ん

だ
の
で
あ
る
。

6
、
ラ
デ
ィ
チ
ワ
ス
は
言
っ
た
。
汝
ら
が
龍
舌
で
あ
る
〔
が
故
に
〕
（
こ
と
か
ら
）
、
汝
ら
が
学
ん
だ
こ
と
と
、
し
か
も
な
お
か
つ
汝
ら
が
〔
嘘

言
に
〕
（
嘘
つ
き
に
）
信
を
お
い
て
い
る
こ
と
と
が
わ
か
る
。
聖
子
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
（
彼
に
）
答
え
た
。
我
ら
が
韻
舌
で
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、

汝
が
真
実
を
〔
知
ら
ん
が
〕
（
知
る
）
た
め
に
は
、
我
ら
の
語
る
こ
と
を
、
よ
り
注
意
ぶ
か
く
聞
け
。
事
実
主
は
御
白
か
ら
彼
を
信
ず
る
も
の

た
ち
に
約
束
し
て
お
ら
れ
る
。
日
く
、
汝
ら
が
王
た
ち
ま
た
は
裁
判
官
た
ち
の
前
に
出
た
際
に
は
、
如
何
に
し
て
、
あ
る
い
は
何
を
汝
ら
が
語

何
と
な
れ
ば
、

我
は
汝
ら
に
、

汝
ら
に
反
対
す
る
も
の
ど
も
が
抵
抗
し
得
ぬ
口
と
智
慧
と
を
与
え
る
で
あ

る
か
を
思
慮
ら
ん
と
欲
す
る
な
。

ろ
う
か
ら
L
d
従
っ
て
、
我
ら
は
神
に
つ
い
て
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、
我
ら
の
鐘
舌
は
我
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
神
の
も
の
で
あ
る
。
汝
ら
が

拝
む
神
々
は
金
属
製
で
あ
り
、
す
で
に
言
っ
た
如
く
に
聾
で
、
唖
で
、
愚
か
し
い
、
悪
魔
に
よ
っ
て
神
化
さ
れ
た
偶
像
で
あ
る
。
ラ
デ
ィ
チ
ワ

ス
は
言
っ
た
。
も
し
も
汝
ら
が
犠
牲
を
さ
さ
げ
た
な
ら
ば
、
汝
ら
は
命
び
ろ
い
を
す
る
こ
と
に
〔
な
ろ
う
〕
（
な
る
）
。
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
答
え

た
。
我
ら
の
益
は
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
死
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ラ
デ
ィ
チ
ウ
ス
は
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
方
に
む
き
な
お
っ
て
、
彼
に

言
っ
た
。
そ
し
て
、
汝
は
そ
の
若
さ
で
、
何
を
も
っ
て
我
が
神
々
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
な
い
の
か
。

我
は
汝
に
〔
衷
心
か
ら
〕
（
こ
と
ご
と
く
〉
言
い
あ
ら
わ
す
。
す
な
わ
ち
我
は
汝
の
神
々
に
犠
牲
を
供
げ
ぬ
で
あ
ろ
う
し
、

天
に
て
父
の
右
に
座
す
イ
エ
ス
・
キ
り
ス
ト
を
崇
め
ま
つ
る
と
。

聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
答
え
た
。

（
ま
こ
と
に
）

か
え
っ
て
我
が
神
、

（

1
）
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Tこ
Tこ
け。

7
、
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
は
言
っ
た
。

彼
ら
を
吊
し
、
〔
鉄
の
爪
で
引
裂
き
〕
（
油
を
塗
り
）
、

頭
か
ら
腫
ま
で
、

し
か
も
（
へ
り
下
っ
た
）
彼
ら
に
〔
う

彼
ら
の
骨
が
露
出
す
る
ま
で

ま
た
こ
う
し
て
〔
お
の
ず
か
ら
万
人
が
〕
（
人
々
の
聞
に
）
神
々
を
冒
潰
す
る
こ
と
な
く
、

ゃ
う
や
し
く
〕
犠
牲
を
さ
さ
げ
る
よ
う
に
教
え
る
が
よ
い
。
そ
こ
で
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
の
兵
士
た
ち
は
、
恐
ろ
し
い
命
令
に
従

っ
て
、
彼
ら
を
〔
鉄
の
爪
で
裂
く
〕
〈
鉄
の
爪
で
裂
い
た
）
。
し
か
し
彼
ら
は
、
裂
か
れ
て
い
る
問
、

に
〕
（
神
に
）
感
謝
を
さ
さ
げ
た
。
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ょ
、
汝
は
父
と
と
も
に
終
り
な
く
統
べ
た
ま
い
、

の
僕
た
ち
に
汝
の
慈
悲
を
示
し
た
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
光
を
与
え
た
ま
う
。
殉
教
を
耐
え
し
の
ぶ
力
を
も
た
ら
し
た
ま
え
。

大
声
で
叫
び
か
つ
語
っ
て
、
〔
キ
リ
ス
ト

正
義
の
根
源
と
し
て
、
我
ら
汝

汝
の
〔
聖
な
る
〕
（
至
聖
の
）
旋
〔
の
故
に
〕
（
と
の
聞
に
）
、
今
行
な
わ
れ
て
い
る
信
仰
の
闘
い
に
際
し
て
、

え
た
ま
え
。
し
か
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
〔
彼
ら
が
〕
（
彼
ら
か
ら
〉
〔
言
っ
た
〕
（
言
わ
れ
た
）
の
で
、
両
聖
者
は
、
す
で
に
〔
両
足
は
〕
（
あ

我
ら
に
ゆ
る
ぎ
な
き
信
仰
を
与

ら
か
た
）
裂
か
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
〔
の
肉
〕
が
〔
ほ
と
ん
ど
〕
骨
ま
で
〔
破
壊
さ
れ
る
〕
（
な
く
な
る
）

ま
で
に
ひ
ど
く
、

下
役
た
ち
か
ら

責
め
ら
れ
た
。
二
人
の
司
祭
、
す
な
わ
ち
ア
ス
グ
レ
ピ
ク
ス
と
ヴ
ァ
レ
リ
ク
ス
と
は
、
こ
の
見
世
物
に
居
あ
わ
せ
た
が
、
両
聖
者
の
残
忍
な
責

〔
永
い
間
身
を
か
く
し
て
い
た
〕
（
香
油
を
塗
つ

苦
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
、

彼
ら
が
誰
で
あ
る
か
を
公
け
に
示
す
こ
と
を
敢
え
て
せ
ず
に
、

た）。8
、
し
か
し
て
そ
の
問
中
、
刑
執
行
吏
た
ち
は
責
苦
の
手
を
休
め
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
忌
む
べ
き
ラ
デ
ィ

チ
ク
ス
は
、
依
然
と
し
て
聖
人
た
ち
に
好
意
を
も
た
ぬ
も
の
ど
も
に
、
彼
ら
を
拷
聞
か
ら
解
き
は
な
つ
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
し
て
（
こ
れ
ら
の
〉

後
に
彼
ら
が
生
き
生
き
と
し
た
顔
つ
き
で
、
神
を
讃
め
称
え
な
が
ら
ラ
デ
ィ
チ
ウ
ス
の
面
前
に
引
出
さ
れ
る
と
、
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
は
彼
等
に
言

っ
た
。
も
う
〔
そ
ろ
そ
ろ
〕
多
く
の
拷
聞
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、
デ
ィ
オ
－
コ
ノ
ス
に
〔
犠
牲
を
さ
さ
げ
よ
〕
（
犠
牲
を
さ
さ
げ
た
ら
ど
う
だ
）
。

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

占ハ一



聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

六
回

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
彼
に
言
っ
た
。
何
と
馬
鹿
げ
た
こ
と
よ
。

に
な
っ
た
と
言
う
の
か
。
〕
（
感
情
も
な
く
動
け
ぬ
も
の
に
造
ら
れ
た
も
の
が
、
汝
に
よ
れ
ば
神
な
の
か
。
）
汝
は
極
悪
の
犯
罪
人
で
は
あ
る
が
、

我
ら
を
真
理
の
途
か
ら
逸
ら
す
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
汝
は
す
で
に
、
汝
の
拷
聞
に
よ
っ
て
〔
我
が
〕
（
我
ら
の
）
肉
体
が
鼓
損
さ
れ

ず
、
ま
た
汝
の
加
え
た
最
も
厳
し
い
苦
痛
を
我
ら
が
感
じ
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
い
る
〔
で
は
な
い
か
〕
。
汝
の
力
の
何
と
空
し
い
こ
と
よ
。

青
銅
の
彫
像
が
、
人
の
技
で
造
ら
れ
た
も
の
が
、

〔
汝
は
確
た
る
理
由
な
し
に
神

と
こ
ろ
で
〔
至
上
の
〕
〈
万
能
の
）
神
は
、
誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
も
な
い
が
、
万
事
を
な
し
と
げ
た
ま
う
た
。

の
青
銅
の
神
は
、
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
何
事
も
な
し
得
ず
、
ま
た
な
し
と
げ
た
こ
と
も
な
い
。
そ
こ
で
ラ
デ
ィ
チ
ワ
ス
は
聖
キ
プ
り
ア
ヌ
ス

に
言
っ
た
。
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
よ
、
そ
の
若
さ
で
汝
は
、
汝
白
か
ら
に
つ
い
て
感
み
を
も
た
ぬ
か
。
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
答
え
た
。

ウ
ス
よ
、
人
と
し
て
最
も
破
廉
恥
な
る
も
の
よ
、
何
故
に
汝
は
（
汝
を
作
っ
た
）
汝
の
神
を
信
ぜ
ず
し
て
試
み
る
の
か
。

し
か
し
汝
が
拝
む
汝

ラ
デ
ィ
チ

9
、
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
竃
に
、
焔
が
も
え
あ
が
る
の
が
六
十
グ
ピ
ト
ゥ
ス
の
距
離
ま
で
見
え
る
よ
う
に
、
麻
屑
と
油
と
を

入
れ
て
、
火
を
つ
け
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
〔
か
つ
て
〕
パ
ピ
ロ
＝
ア
に
お
い
て
、
神
の
少
年
た
ち
、
デ
ィ
ド
ラ
y
グ
、
ミ
サ

ツ
グ
お
よ
び
ア
プ
デ
ネ
シ
ゴ
を
焼
き
つ
く
さ
ん
が
た
め
に
、
ヵ
ル
デ
ア
人
が
な
し
た
如
く
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ラ
デ
ィ
チ
ワ
ス
は
竃
の
激
し
い

焔
を
見
な
が
ら
、
神
の
両
聖
者
を
彼
の
も
と
に
曳
き
来
る
よ
う
に
命
じ
、
そ
し
て
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
に
言
っ
た
。
デ
ィ
－
x
－
コ
ノ
ス
の
神
に
犠
牲
を

さ
さ
げ
よ
。
さ
ら
に
彼
は
ふ
た
た
び
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
に
言
っ
た
。
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
ょ
、
汝
は
精
神
に
つ
い
て
は
片
意
地
な
、

心
に
お
い
て
は
酷
薄
な

態
度
を
と
っ
て
き
た
が
、
そ
の
ま
ま
で
〔
こ
の
火
焔
の
中
で
〕
耐
え
る
が
よ
い
。
見
る
と
お
り
に
、
汝
に
は
懲
罰
が
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

揃
の
な
か
で
汝
は
、
我
ら
の
神
デ
ィ
オ
－
ご
ノ
ス
の
大
い
な
る
報
復
を
身
を
も
っ
て
思
い
し
る
が
よ
い
。

n
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〔
第
二
章

崩
壊
し
た
偽
り
の
神
。
新
た
な
拷
聞
に
よ
っ
て
空
し
く
も
試
さ
れ
た
両
殉
教
者
の
ゆ
る
ぎ
な
き
信
仰
。
〕

読
謂
三

つ
い
で
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
は
（
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
方
に
）
向
き
な
お
っ
て
言
っ
た
。
若
者
ょ
、
我
が
意
向
に
従
っ
て
意
を
安
ぜ
よ
。
そ
し
て

我
が
王
国
に
お
い
て
我
に
つ
ぐ
も
の
と
な
れ
。
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
答
え
た
。
我
ら
は
す
で
に
〔
た
し
か
に
］
汝
に
言
っ
た
が
、
我
ら
は
決
し

て
聾
で
、
〔
そ
し
て
〕
唖
の
（
愚
か
し
い
）
汝
の
神
々
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
（
と
言
う
の
は
）
も
し
我
ら
が
汝
の
神
々

に
犠
牲
を
さ
さ
げ
た
な
ら
ば
、
神
の
定
め
た
ま
い
し
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
我
ら
に
与
え
ら
れ
、

ぬ
魂
を
、
こ
と
ご
と
く
捨
て
去
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
か
ら
で
あ
る
）
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
我
ら
が
天
に
て
生
き
ね
ば
な
ら

手
を
つ
く
し
て
遠
ざ
か
る
こ
と
を
、

何
と
な
れ
ば
王
国
は
死
す
べ
き
〔
も
の
〕
で
あ
り
、
（
ま
た
）
汝
の
神
々
と
等
し
く
滅
ぶ
で
あ
ろ
う
か

ら
で
あ
る
。
と
あ
れ
永
遠
に
死
ぬ
も
の
は
何
で
あ
れ
、
確
実
に
破
滅
し
移
ろ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
、
彼
の
弟
の
祈
り
に
伴
な

わ
れ
て
、
プ
ロ
コ
ジ
ス
ル
に
言
っ
た
。
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
よ
、
汝
が
神
で
あ
る
と
い
う
も
の
は
、
神
で
は
な
く
、
手
で
作
ら
れ
た
彫
像
で
あ
る
こ

と
を
、
肝
に
銘
じ
て
〔
思
い
知
る
が
よ
い
〕
（
思
い
知
る
気
は
な
い
か
）
。
ラ
デ
ィ
チ
汐
ス
は
言
っ
た
。
彫
像
は
呪
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
（
有

益
で
あ
り
〉
、
ま
た
偶
像
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
神
の
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
カ
は
、
そ
の
な
か
に
宿

り
、
我
ら
の
犠
牲
を
納
め
、
（
我
ら
に
）
二
つ
の
も
の
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
偶
像
は
我
ら
に
助
け
と
救
済
と
を
分
ち
与
え
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
我
ら
は
汝
の
王
国
か
ら
、

む
し
ろ
進
ん
で
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

目
、
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
答
え
た
。
で
は
汝
は
我
々
が
〔
行
っ
て
〕
（
上
っ
て
行
っ
て
）
犠
牲
を
さ
さ
げ
、
〔
そ
の
結
果
〕
（
そ
し
て
）
我
々
の
犠

牲
に
よ
っ
て
、
汝
の
神
デ
ィ
オ
－
コ
ノ
ス
の
カ
の
す
べ
て
が
あ
ま
ね
く
示
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
の
か
。

g
が
、
崇
め
か
つ
犠
牲
を
さ
さ
げ
、

ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
は
答
え
た
。
我
は
汝
ら

そ
し
て
デ
ィ
オ
＝
ツ
ス
の
〔
大
い
な
る
〕
力
を
〔
認
め
る
〕
（
知
る
）
こ
と
を
欲
す
る
。

§ 

そ
こ
で
〔
神

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

六
五
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ス
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承
の
邦
訳

（森）

六
六

の
両
聖
者
〕
（
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
と
彼
の
弟
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
之
）
は
、
そ
こ
に
偶
像
が
あ
る
神
殿
に
入
り
、
〔
そ
れ
に
よ
っ
て
〕
悪
魔
が
縛
ら
れ
る

（
が
故
に
）
聖
十
字
架
の
印
を
も
っ
て
身
を
護
り
か
つ
武
装
し
て
言
っ
た
。
全
能
の
〔
神
ょ
、
〕
（
主
ょ
、
）
汝
は
す
べ
て
を
抑
え
つ
つ
果
し
た

ま
い
、
果
し
つ
つ
〔
抑
え
た
ま
う
〕
。
ま
た
汝
は
す
べ
て
を
統
べ
た
ま
い
つ
つ
も
、

れ
る
〕
（
に
畏
こ
む
）
聖
天
使
た
ち
を
、

そ
の
場
所
に
と
ら
わ
れ
た
ま
う
こ
と
は
な
い
。

を
汝
の
真
理
か
ら
遠
ざ
け
た
ま
い
、
永
遠
の
火
の
も
え
る
深
淵
に
〔
繋
ぎ
た
ま
う
た
〕
（
退
け
た
ま
う
た
）
。
ま
た
汝
の
権
力
の
大
い
さ
〔
を
悔

汝
の
光
の
永
遠
の
輝
き

〔
虚
飾
を
は
ぎ
と
っ

彼
ら
が
如
何
に
し
て
も
何
事
か
に
つ
ま
づ
く
こ
と
が
あ
り
得
な
い
よ
う
に
、

汝
は
悪
魔

に
よ
っ
て
支
え
た
ま
う
た
。
汝
は
パ
ピ
ロ
ニ
ア
に
お
い
て
、
ベ
ル
の
偶
像
の
繭
着
を
、

て
〕
（
真
理
を
明
ら
か
に
し
て
）
暴
露
し
た
ま
う
た
（
暴
き
た
ま
う
た
）
。
汝
は
王
の
夢
を
同
じ
く
グ
エ
エ
ル
を
も
っ
て
、
寓
意
に
よ
っ
て
解
明

か
し
た
ま
う
た
。
汝
は
フ
ァ
ヲ
オ
の
盲
目
的
な
怒
り
を
海
の
深
み
に
沈
め
た
ま
う
た
。
汝
は
汝
の
僕
モ

1
セ
の
祈
る
を
聞
き
と
ど
け
た
ま
う

て
、
汝
の
意
志
の
徴
し
〔
で
あ
る
〕
（
と
し
て
て
杖
を
も
っ
て
、
磐
か
ら
泉
を
〔
湧
か
せ
〕
（
流
し
）
た
ま
う
お
r

グ
エ
エ
ル
の
賢
明
さ
を
も
っ
て
、

（

1
）
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ロ
、
汝
は
今
い
ま
し
、
汝
は
か
つ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
汝
は
最
後
の
審
判
に
来
り
た
ま
う
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
信
じ
ま
つ
る
。
永
遠
の
玉

ょ
、
我
ら
は
汝
に
、
祈
願
を
き
き
い
れ
た
ま
う
て
我
ら
を
助
け
に
釆
り
た
ま
え
、
汝
の
真
理
を
嘘
言
と
断
ず
る
も
の
た
ち
に
、
正
義
の
光
を
示

を
知
ら
ん
が
た
め
で
あ
る
。
（
ま
た
）
汝
の
御
子
、

し
た
ま
え
と
祈
り
ま
つ
る
。
こ
れ
彼
ら
が
汝
の
真
理
を
認
め
、
か
つ
汝
が
い
ま
し
、
永
遠
に
生
き
た
ま
い
、
絶
え
ず
何
処
に
て
も
い
ま
す
こ
と

人
々
が
こ
の
偶
像
の
う
ち
に
保
ち
続
け
て
い

我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
、

る
閣
の
罪
を
拭
い
去
り
、
〔
か
っ
一
掃
し
た
ま
え
〕
（
排
除
し
、
打
ま
か
し
た
ま
え
）
。



日
、
そ
し
て
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
言
う
と
、
偶
像
の
方
に
向
き
な
お
り
、
大
声
で
叫
ん
だ
。
無
益
で
、
盲
目
で
、
空
虚
で
、
唖
で
、
聾

〉
の
デ
ィ
オ
エ
ヅ
ス
よ
、
我
々
は
、
高
き
に
ま
し
ま
し
て
、
ま
た
何
処
を
も
統
べ
た
ま
う
キ
リ
ス
ト
の
大
い
な
る
、
ま
た
（
最
も
）
栄
光
あ
る
御

J

名
に
よ
り
て
、
汝
に
誓
う
。
す
な
わ
ち
汝
が
、
そ
こ
に
宿
る
か
に
見
え
る
神
座
か
ら
、
汝
が
崩
れ
て
お
ち
て
、
地
面
に
打
ち
た
お
さ
れ
ん
こ
と

p
 

（
を
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
人
々
が
、
〔
如
何
に
ま
た
如
何
程
〕
（
知
何
ほ
ど
に
ま
た
如
何
様
に
〉
汝
に
は
〔
医
さ
れ
た
〕
罪
悪
が
存
す
る
か
を
認
め

ん
が
た
め
で
あ
る
。

た
ち
ま
ち
に
し
て
地
震
が
お
こ
り
、

〔
パ
ヲ
グ
ス
、

す
な
わ
ち
デ
ィ
オ
エ
ヅ
ス
の
父
リ
l
ベ
ル
の
〕

（パ

y
グ
ス
の
父
の

子
、
す
な
わ
ち
デ
ィ
オ
エ
ア
ス
の
）
誉
れ
の
た
め
に
彫
刻
さ
れ
た
偶
像
は
陥
ち
た
。
か
く
て
偶
像
は
直
に
帰
し
た
の
で
、

べ
て
は
、
〔
不
〕
信
〔
の
〕
徒
こ
そ
逃
げ
う
せ
た
が
、
〔
肝
を
つ
ぶ
し
て
〕
（
痛
恨
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
て

い
あ
わ
せ
た
も
の
す

」
れ
が
何
で
出
来
て
い
た
か
を
知
つ

て
驚
い
た
。
こ
の
時
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
ラ
デ
ィ
チ
ワ
ス
に
言
っ
た
。
見
よ
〔
汝
の
〕
偶
像
を
。
こ
の
偶
像
は
、
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
〔
心
清

ら
か
に
〕
（
と
純
粋
に
信
じ
て
）
生
き
る
こ
と
を
当
然
求
め
て
い
る
人
々
を
、
不
信
（
の
裡
）
に
陥
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
土
よ
り
成
〔
る
が
故

に
〕
（
り
、
）
地
に
陥
ち
た
の
で
あ
る
。
い
ざ
下
り
来
っ
て
こ
の
像
の
塵
を
集
め
よ
。
〔
汝
は
〕
さ
な
く
ば
た
だ
ち
に
、
如
何
に
こ
れ
ま
で
汝
ら
が

冥
い
無
知
に
陥
っ
て
い
た
か
を
思
い
知
る
で
あ
ろ
う
。

（

1
〉

B
《
広
D
E
B－
白

g円
四
四
円
白
仲
田
口
口
】
三
口

B
U
F
Oロ
O円
曲
目

HLσ
叩
片
山
吉
伸
同
時
的
国
但
口
口

E
L品
。
忠
臣
0
5邑
0
・
P

A
広

ozs－
agn凶

OH白
仲
田
口

E
q
z

E
B
E
V
Oロ
O
B
E
Z同日
H
M
白

HHH田
切
田
口
口

E
－

E
四
回
仲
里
ロ
ロ
吋
即
日

0
・
言
う
ま
で
も
な
く
リ
l
ベ
ル
は
、
パ
ッ
ク
ス
、
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
と
同
一
神
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
B
の
読
み
は
明
ら
か
に
誤
り
で
、
ロ

Z
ユ
の
ー
を
小
文
字
に
し
て
い
る
P
の
読
み
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
P
は
、
大

文
字
小
文
字
を
必
ら
ず
し
も
明
確
に
使
い
わ
け
で
お
ら
ず
、
わ
け
で
も
人
名
・
地
名
の
冒
頭
に
は
、
小
文
字
を
使
う
場
合
の
方
が
多
い
。

か
る
竃
の
中
に
彼
ら
を
入
れ
る
よ
う
に
命
じ
た
。

日
比
、
し
か
し
て
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
は
、
こ
な
ど
な
に
砕
か
れ
た
デ
ィ
オ
ニ
ツ
ス
の
像
の
故
に
い
た
く
悲
し
み
、
準
備
さ
れ
て
い
た
火
の
も
え
さ

そ
し
て
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
（
彼
の
）
弟
〔
聖
〕
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
が
火
の
も
え
さ
か
る
竃
の

中
に
入
っ
た
際
に
、
彼
ら
の
間
に
第
三
の
人
が
見
え
、

さ
〕
（
輝
台
む
を
、
こ
と
ご
と
く
昏
く
し
て
い
た
。

そ
の
顔
容
は
太
陽
の
輝
き
を
放
ち
、

こ
う
し
て
彼
ら
は
竃
の
真
中
に
、
草
の
中
で
花
さ
け
る
が
如
く
に
置
か
れ
、

そ
れ
自
体
の
明
る
さ
に
よ
っ
て
、
焔
の
〔
明
る

口
を
そ
ろ
え

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

六
七



聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
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諸
伝
承
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邦
訳

（森）

六
八

主
な
る
神
よ
、
我
ら
汝
に
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
つ
る
。
（
す
べ
て
は
汝
に
服
し
、
）
汝
は
我
ら
が
想
起

（
す
べ
て
の
被
造
物
と
首
天
使
た
ち
の
軍
の
神
は
祝
さ
れ
て
あ
り
た
ま
う
。
汝
は
竃
に
送
ら
れ
た
か
の
少
年

た
ち
に
第
四
の
も
の
と
し
て
語
り
か
け
た
ま
い
し
如
く
、
同
じ
く
我
ら
二
人
を
も
第
三
の
も
の
と
し
て
助
け
た
ま
い
、
ま
た
汝
の
時
踏
み
の
業
を

我
ら
に
注
ぎ
こ
み
た
ま
う
。
物
質
の
焔
を
ば
我
ら
か
ら
退
け
た
ま
え
。
聖
霊
の
燃
え
さ
か
る
灼
熱
の
焔
を
ば
、
我
ら
の
裡
に
て
熱
し
か
っ
注
ぎ

こ
み
た
ま
え
。
）
こ
れ
す
な
わ
ち
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
が
、
（
人
の
）
子
に
て
造
ら
れ
る
も
の
が
神
々
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
、
ま
た
汝
が
火
の
も
え
さ
か

る
竃
か
ら
我
ら
を
取
り
出
す
力
が
あ
り
た
ま
う
こ
と
を
〔
思
い
知
り
〕
（
認
め
）
、
ま
た
い
あ
わ
す
も
の
ど
も
が
、
汝
が
天
に
ま
し
ま
し
て
、
世

て
〔
言
っ
た
〕
（
祈
っ
た
）
。

我
ら
の
父
、

す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
い
ま
す
。

世
を
通
じ
て
統
べ
た
ま
う
真
の
神
に
て
い
ま
す
こ
と
を
知
ら
ん
が
た
め
で
あ
る
。

（

1
）
 

乙
の
部
分
は
P
に
の
み
存
在
す
る
。
此
処
に
そ
の
解
読
を
記
す
。
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S

彼
ら
が
こ
れ
ら
の
こ
と
を
述
べ

〔
る
と
同
時
に
〕
（
た
の
で
）
、
竃
の
焔
は
た
ち
ま
ち
外
に
あ
ふ
れ
出
し
て
、

プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
ラ

デ
ィ
チ
ク
ス
と
、
彼
と
と
も
に
い
あ
わ
せ
た
約

六
十
人
ば
か
り
の
不
信
の
徒
と
を
と
ら
え
、
彼
ら
の
身
体
が
一
切
再
現
さ
れ
ぬ
ま
で

に
、
こ
と
ご
と
く
焼
き
つ
く
し
た
。
こ
れ
は
神
の
怒
り
が
彼
ら
を
滅
ぼ
し
つ
く
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
な
さ
れ
る
や
、
こ
れ
を
と
り

そ
し
て
神
の
両
聖
者
が
、
彼
ら
の
〔
着
衣
〕
（
衣
服
）
に
火
の
匂
い
が
移
ら
ぬ
程
に
無
傷
で

（百）

ま
い
て
い
た
す
べ
て
の
人
々
は
恐
慌
に
陥
っ
た
。

竃
か
ら
出
て
来
た
の
を
見
て
、
揃
っ
て
神
を
讃
美
し
か
っ
崇
め
て
言
っ
た
。
今
や
我
々
は
、
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
彼
の
弟
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
が
述

べ
伝
え
る
〔
神
〕
（
も
の
）
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
彼
は
両
人
を
火
の
も
え
さ
か
る
竃
か
ら
取
り
出
し
た
。

し
か
し
て
プ
リ
シ
ケ
プ

ス
の
〔
テ
ラ
リ
ワ
ス
〕
（
テ
ラ
シ
ワ
ス
）
な
る
も
の
は
、
怒
り
の
火
を
点
ぜ
ら
れ
て
、
彼
ら
を
牢
獄
に
〔
も
ど
す
よ
う
に
〕
（
と
じ
こ
め
る
よ
う



に
）
命
じ
た
。

問
、
さ
て
二
十
六
日
の
後
に
、
そ
の
名
を
マ
グ
シ
ム
ス
と
言
う
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
が
来
て
、
両
聖
者
の
祈
り
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
焔
か
ら

免
れ
た
（
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
）
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
の
兵
士
た
ち
か
ら
聞
い
て
、
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
の
破
滅
を
知
り
、
い
た
く
憤
つ

た
。
そ
し
て
翌
日
彼
は
、
両
聖
者
を
滅
ぼ
さ
ん
が
た
め
に
、
彼
の
兵
士
た
ち
と
集
会
を
聞
い
た
。

と
こ
ろ
で
（
神
の
）
両
聖
者
は
、
神
を
（
称

え
か
っ
）
崇
め
〔
か
つ
称
え
〕

つ
い
で
そ
の
到
着
か
ら
三
日
後
に
、
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
マ

め
グ
シ
ム
ス
は
、
彼
ら
を
滅
ぼ
す
べ
く
赴
い
た
。
彼
は
フ
ォ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
あ
る
裁
判
官
席
に
す
わ
っ
て
、
彼
の
前
に
神
の
両
聖
者
を

畑
山
出
頭
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
し
て
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
は
〔
聖
〕
（
至
福
の
）
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
に
言
っ
た
。
汝
、
年
の
数
に
お
い
て
も
、
身
体
の

附
丈
に
お
い
て
も
よ
り
長
じ
た
る
も
の
よ
、
汝
は
如
何
な
る
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
か
を
私
に
申
し
述
べ
よ
。
事
実
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
丈
高
く
、

’U
外
観
は
恐
ろ
し
げ
で
、
容
貌
に
は
魅
力
が
あ
り
、
極
め
て
精
力
的
で
、
身
体
は
調
和
が
と
れ
、
心
は
至
福
に
み
た
さ
れ
て
い
た
。

つ
つ
、
牢
獄
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
、
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
は
答
え
た
。

も
し
汝
が
我
が
名
と
我
自
身
と
を
知
る
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、

ま
た
我
は
か
く
し
て
彼
ら
自
ら
に
よ
り
教
育
さ
れ
て
大

名
を
マ
グ
ヌ
ス
と
い
う

（我

が
）
父
と
我
が
母
グ
キ
ア
と
が
我
を
生
ん
だ
時
に
、
サ
グ
ィ
ヌ
ス
と
呼
ん
だ
こ
と
を
、

き
く
な
り
、
〔
か
く
〕
養
わ
れ
た
こ
と
を
、
ま
た
ま
さ
し
く
揺
り
監
か
ら
、
我
は
〔
最
愛
の
〕
（
へ
り
下
っ
た
）
息
子
と
し
て
聖
書
を
教
え
こ
ま

れ
た
こ
と
を
知
れ
。

つ
い
で
マ
グ
シ
ム
ス
は
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
に
言
っ
た
。

そ
し
て
汝
は
、
如
何
な
る
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
か
。
〔
彼
は
〕
（
聖

キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
）
答
え
た
。
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
我
ら
は
ま
さ
に
閉
じ
父
と
同
じ
母
か
ら
生
れ
た
兄
弟
で
あ
る
。

プ
ロ
コ
シ

ス
ル
は
こ
れ
ら
を
聞
い
て
言
っ
た
。

汝
ら
は
生
れ
て
こ
の
か
た
（
こ
れ
ま
で
て
如
何
な
る
生
き
方
を
し
て
い
た
と
言
っ
た
の
か
。

す
で
に
汝
に
言
っ
た
如
く
に
、

聖
キ
プ
リ

ア
ヌ
ス
は
〔
言
っ
た
〕
（
答
え
た
）
。

な
〕
（
偉
大
な
）
プ
レ

y

シ
ア
の
町
の
長
官
の
地
位
に
お
い
て
コ
シ
ス
ル
職
を
務
め
あ
げ
た
。

（
我
ら
の
）
父
マ
グ
ヌ
ス
は
、

し
か
し
て
我
ら
の
母
は
、
彼
女
の
母
ロ
ガ
デ
ィ

度
コ
シ
ス
ル
と
な
り
、

尊
く
〔
高
貴

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

六
九
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（森〉

七
0 

ア
に
よ
っ
て
、
同
等
の
コ
シ
ス
ル
〔
家
系
〕
に
生
ま
れ
つ
い
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
マ
グ
シ
ム
ス
は
言
っ
た
。
き
す
れ
ば
汝
ら
は
名
門
の
流
れ

に
属
す
る
兄
弟
で
あ
る
が
故
に
、
〔
汝
ら
注
意
せ
よ
〕
〈
我
は
配
慮
す
る
）
。
そ
う
は
言
う
も
の
の
、
も
し
汝
ら
が
ア
ポ
ロ
の
神
を
崇
め
ぬ
な
ら

ば
、
汝
ら
は
二
人
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
懲
罰
や
拷
聞
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
で
は
汝
ら
を
野
獣
ど
も
が
喰
い
つ
く
す
に
ま
か
せ
る
と

し
よ
う
。

議
論
四

時
、
そ
こ
で
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
は
彼
に
言
っ
た
。
我
ら
は
汝
の
脅
迫
を
怖
れ
な
い
。
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
は
ふ
た
た
び
彼
ら
に
言
っ
た
。
汝
ら
は
大

い
な
る
デ
ィ
オ
エ
ツ
ス
の
神
を
破
壊
す
る
こ
と
を
〔
何
故
に
〕
（
か
く
も
〉
怖
れ
な
か
っ
た
の
か
。
す
な
わ
ち
汝
ら
は
デ
ィ
オ
－
一

y
ス
の
神
の

偶
像
を
破
壊
し
、
ま
た
そ
の
上
に
供
犠
の
習
慣
を
空
し
く
し
た
。
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
は
答
え
た
。
我
ら
は
デ
ィ
オ
ニ
リ
ノ
ス
の
偶
像
を
破
壊
し
た
こ

皇
帝
の
友
で
為
る
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
を
火
で
焼
き
つ
く
し
た
こ
と
な
く
、

と
な
く
、

〔
さ
ら
に
〕
ま
た
偶
像
へ
の
供
犠
を
空
し
く
し
た
こ
と
も
な

ぃ
。
し
か
し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
は
、
彼
の
聖
者
た
ち
に
よ
っ
て
勝
利
を
収
め
た
ま
う
か
ら
、
彼
が
我
ら
を
火
の
も
え
さ
か
る
寵
か
ら
無
傷
で
取

出
し
た
ま
い
、
彼
の
僕
ら
の
祈
り
を
通
じ
て
、
真
理
の
敵
ど
も
を
無
に
帰
し
た
ま
う
た
の
で
あ
る
。
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
は
ふ
た
た
び
（
く
り
か
え

し
〉
猫
な
で
声
で
サ
グ
ィ
ヌ
ス
を
懐
柔
し
に
か
か
っ
た
。
日
く
。
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
よ
、
汝
は
何
故
に
、
す
べ
て
を
養
い
た
ま
う
ア
ポ
ロ
を
崇
め
ぬ

の
か
。
〔
汝
が
生
き
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
は
汝
に
奨
め
る
〕
（
ア
ポ
ロ
が
天
か
ら
汝
を
生
か
し
た
ま
わ
ん
こ
と
を
）
。
〔
聖
〕
サ
グ
ィ
ヌ
ス
は

（
汝
は
何
故
に
汝
の
主
を
信
じ
か
っ
崇
め
ぬ
の
か
。
）

答

え

た

。

彼

は

四

日

目

に

太

陽

と

月

と

を

創

り

た

ま

い
、
ま
た
汝
を
造
り
た
ま
う
た
。
そ
こ
で
マ
グ
シ
ム
ス
は
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
に
言
っ
た
。
何
と
若
者
ょ
、
汝
は
汝
の
気
狂
い
沙
汰
を
忘
れ
よ
。
そ

し
て
汝
が
も
っ
と
も
ひ
ど
く
拷
聞
を
う
け
て
非
業
の
死
を
と
げ
ぬ
よ
う
に
、
ア
ポ
ロ
の
神
に
犠
牲
を
捧
げ
に
赴
け
。
聖
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
答
え

た
。
し
か
し
な
が
ら
も
し
我
が
神
の
恵
み
と
保
護
と
を
忘
れ
去
っ
た
と
す
れ
ば
、
我
は
悪
を
犯
し
、
神
々
な
ら
ざ
る
も
の
に
就
く
こ
と
と
な
ろ

う
。
つ
い
で
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
が
言
っ
た
。
何
と
不
信
の
徒
よ
。
汝
は
彼
が
よ
り
年
若
い
〔
と
汝
が
認
め
る
〕
が
故
に
、
汝
は
彼
を
こ
の
故
に
こ

彼
に
代
っ
て
断
言
す
る
。
我
が
弟
は
汝
の
〔
主
を
〕
（
神
を
て
ま
ず
我
が
崇
め
る
に
あ
ら
ざ
れ

そ
し
て
〔
汝
〕

マ
グ
シ
ム
ス
よ
、

そ
誘
惑
せ
ん
と
欲
す
る
の
か
。

我
は
汝
に
、



ば
、
崇
め
る
こ
と
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

乱
心
す
る
な
、

マ
グ
シ
ム
ス
よ
、

〔
そ
し
て
〕
古
え
の
コ
ジ
ス
ル
た
ち
の
悪
意
〔
を
思
い
お
こ
そ
う

と
〕
（
と
競
わ
ん
と
）
す
る
な
。

（

1
）
 

乙
の
部
分
は
P
の
み
に
あ
る
。
A
』

E
円
。
ロ
。
口
口
H
O
《
出
目
。
仲
立
。
同
俗
的

E
5
5
2
5
2ロ
F
i－－－

v
．

四
、
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
は
言
っ
た
。
そ
し
て
汝
は
汝
の
魔
法
の
技
に
信
頼
を
お
こ
う
と
欲
す
る
こ
と
な
く
、
古
え
の
識
者
の
例
し
に
倣
い
、
甘

ん
じ
て
ア
ポ
ロ
の
神
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
よ
。
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
言
っ
た
。
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
よ
、
自
分
か
ら
動
く
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
感
じ
る
こ

と
も
〔
な
い
〕
（
か
な
わ
ぬ
）
も
の
を
崇
め
る
こ
と
を
、
我
ら
に
対
し
て
命
ず
る
と
は
、
汝
は
悪
魔
の
技
に
よ
っ
て
一
層
乱
心
し
た
の
で
は
な

お
い
か
。
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
の
浄
め
ら
れ
ざ
る
心
ゃ
、
憤
怒
の
あ
ま
り
我
を
忘
れ
た
そ
の
極
度
に
残
忍
な
心
を
引
き
あ
い
に
出
さ
ぬ
が
よ
い
。
し
か

nr （
し
て
汝
が
我
ら
の
上
に
〔
そ
れ
が
〕
豊
富
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
知
れ
ば
こ
そ
、
神
の
〔
完
徳
〕
（
保
護
）
に
心
を
向
け
よ
。
ま
た
、
汝
が
火

焔
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
と
〔
知
っ
た
〕
（
聞
い
た
）
も
の
ど
も
が
蒙
っ
た
懲
罰
か
ら
逃
れ
る
が
よ
い
。
そ
し
て
今
後
は
、
汝
が
こ
の
世
を
去

る
時
に
、
責
苦
に
よ
っ
て
汝
の
悪
が
罰
せ
ら
れ
ざ
る
よ
う
に
注
意
せ
よ
。
だ
が
マ
グ
シ
ム
ス
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
聞
い
て
、
ふ
た
た
び
〔
怒
り

に
〕
（
逆
上
に
）
我
を
忘
れ
て
、
彼
ら
を
車
輪
の
上
に
引
の
ば
し
て
、
縛
り
つ
け
る
よ
う
に
命
じ
た
。

に
）
ま
わ
さ
れ
る
や
否
や
、
彼
ら
の
身
体
が
引
裂
か
れ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
て
車
輪
の
上
に
引
き
の
ば
さ
れ
た
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
は
言
っ

た
。
主
ょ
、
汝
の
愛
は
如
何
に
快
き
か
な
。
汝
は
ま
た
人
々
の
邪
悪
な
心
を
拒
み
た
ま
わ
ず
に
、
た
だ
ち
に
そ
の
ま
ま
受
容
れ
た
ま
う
。
汝
の

態
み
は
限
り
な
〔
き
も
の
と
な
れ
〕
（
く
あ
れ
）
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
我
ら
が
耐
え
し
の
ぶ
、
肉
に
加
え
ら
れ
る
車
輪
の
責
苦
を
通
じ
て
、
我
ら

が
我
ら
の
魂
の
救
い
に
到
る
に
価
す
る
も
の
と
な
り
、
ま
た
我
ら
の
褒
賞
が
、
天
に
て
、
汝
の
前
に
蔵
め
ら
れ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
す
な
わ
ち
車
輪
が
（
彼
ら
と
と
も

初
、
そ
こ
で
彼
は
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
に
言
っ
た
。
急
げ
、
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
ょ
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
我
ら
を
、
我
ら
に
と
っ
て
は
何
時
な
り
と

も
望
ま
し
い
、
殉
教
の
勝
利
へ
と
導
け
。
汝
の
父
悪
魔
の
意
志
を
貫
け
。
我
ら
に
と
り
て
生
き
る
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
彼
を
証

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森〉

七



聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

し
つ
つ
死
ぬ
の
は
益
で
あ
む
し
か
し
刑
吏
た
ち
は
、
車
輪
を
ま
わ
し
な
が
ら
、
両
聖
者
の
四
肢
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
筈
だ
と
思
っ
て
い
た
。

S
と
こ
ろ
が
彼
ら
が
想
像
し
た
よ
う
な
両
聖
者
の
四
肢
の
苦
痛
は
、
殆
ん
ど
激
し
い
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た

o
s

（森）

七

聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
は
そ
こ

で
、
依
然
と
し
て
闘
い
の
裡
に
あ
り
な
が
ら
、
主
に
む
か
つ
て
言
っ
た
。
全
能
の
キ

p
ス
ト
ょ
、
内
気
な
心
を
認
め
た
ま
う
も
の
よ
、
助
け
を

も
た
ら
し
た
ま
う
も
の
よ
、
そ
し
て
解
放
者
ょ
、
ま
た
我
ら
の
救
い
主
ょ
、
我
ら
汝
に
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
つ
り
、
ま
た
十
字
架
に
繋
が
れ
た
る

我
ら
を
〔
十
字
架
か
ら
〕
受
い
れ
た
ま
わ
ん
こ
と
を
祈
り
ま
つ
る
。
悪
魔
に
対
し
て
闘
う
べ
き
ゆ
る
ぎ
な
き
信
仰
を
我
ら
に
与
え
た
ま
え
。
汝

は
健
全
な
る
心
を
知
り
た
ま
う
唯
一
の
神
に
て
ま
し
ま
せ
ば
、
我
ら
の
う
ち
に
〔
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
の
〕
（
コ
シ
ス
ル
の
）
穣
れ
た
る
心
が
カ
を

及
ぼ
さ
ざ
ら
し
め
た
ま
え
。
汝
の
名
は
、
汝
を
怖
れ
た
る
も
の
に
と
り
偉
大
に
で
あ
れ
ば
。
彼
ら
が
〔
こ
れ
ら
を
〕
（
こ
れ
を
）
言
っ
た
時
に
、

車
輪
は
そ
の
場
で
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
神
の
聖
者
た
ち
も
ま
た
同
時
に
、
傷
一
つ
負
わ
ず
に
解
放
た
れ
た
。

（

1
）
 

ピ
リ
ピ
書
、
第
一
章
、
泊
。

〔
第
三
章

牢
獄
か
ら
の
解
放
。
ガ
リ
ア
へ
の
出
発
。
死
者
の
生
命
が
帰
っ
て
来
た
こ
と
。
光
を
と
り
も
ど
し
た
盲
人
た
ち
。

数
多
の
人
々
の
改
宗
。
殉
教
。
〕

読
請
五

し
か
し
て
数
多
の
人
々
は
、
彼
ら
が
か
か
る
殉
教
に
耐
え
る
勇
気
を
歎
賞
し
、
か
つ
キ

p
ス
ト
を
讃
め
称
え
た
の
で
、
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
マ

グ
シ
ム
ス
は
（
誰
も
）
彼
ら
を
打
ち
ま
か
し
得
ぬ
こ
と
〔
に
つ
い
て
〕
（
を
）
ひ
ど
く
悲
し
み
、
自
分
こ
そ
が
〔
彼
ら
か
ら
〕
（
完
膚
な
き
ま
で

に
〉
打
ち
ま
か
さ
れ
た
と
〔
考
え
て
〕
（
考
え
た
が
、
と
に
か
く
）
彼
ら
を
牢
獄
に
と
じ
こ
め
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
三
日
後
に

は
、
彼
は
彼
ら
に
牢
獄
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
命
じ
、
そ
し
て
野
獣
が
寝
そ
べ
っ
て
い
る
円
戯
場
に
出
場
さ
せ
る
よ
う
に
定
め
た
。
し
か

も
牝
獅
子
は
驚
く
べ
き
大
き
さ
が
あ
り
、
円
戯
場
内
で
は
、
隔
離
し
て
撞
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
別
に
隔
離
し
て
二
頭
の
牡
獅
子
が

お
り
、
こ
れ
ら
は
三
日
（
三
）
晩
の
間
餌
な
し
で
飼
わ
れ
る
よ
う
に
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
す
な
わ
ち
獣
た
ち
が
神
の
両
聖
者
を
、
飢
え



に
か
り
た
て
ら
れ
て
、

〔
よ
り
〕
す
み
や
か
に
喰
い
つ
く
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
て
両
聖
者
が
円
戯
場
の
前
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
、

マ
グ
シ
ム
ス
は
、
ア
シ
フ
ィ
ポ
リ
ス
の
町
の
門
に
あ
る
裁
判
官
席
に
座
っ
て
、
こ
の
町
の
す
べ
て
の
人
々
の
前
で
彼
ら
が
円
戯
場
に
入
る
よ
う

に
命
令
を
下
し
た
。
両
聖
者
は
心
静
か
に
、
顔
容
明
る
く
、
〔
大
い
に
急
い
で
〕
（
心
が
い
た
く
急
ぐ
ま
ま
に
）
、
傷
一
つ
受
け
ず
に
、

椋
欄
の
枝
を
求
め
〔
に
行
く
も
の
と
し
て
〕
（
て
急
ぐ
も
の
と
し
て
）
、
円
戯
場
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に

沼
、
そ
こ
で
プ
ロ
コ
ジ
ス
ル
は
言
っ
た
。
汝
ら
は
あ
の
男
た
ち
が
〔
如
何
に
〕
喜
ば
し
げ
な
顔
つ
き
で
死
に
む
か
つ
て
急
い
で
い
る
〔
か
〕

（
こ
と
）
が
わ
か
ら
ぬ
か
。
よ
っ
て
居
あ
わ
せ
た
他
の
す
べ
て
の
も
の
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
歎
賞
し
た
。
か
く
し
て
野
獣
の
追
い
手
で
あ
る

二
人
の
司
は
、
静
粛
を
命
じ
た
上
で
、
神
の
聖
者
た
ち
を
喰
い
つ
く
す
よ
う
に
、
ま
ず
牝
獅
子
を
放
っ
た
。
牝
獅
子
は
放
た
れ
る
や
、
勢
い
猛

く
怒
号
し
て
、
あ
ま
り
の
飢
え
に
錯
乱
し
（
き
っ
）
て
、
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
た
餌
食
を
と
ら
え
〔
ん
と
〕
（
る
よ
う
に
て
大
跳
躍
を
し
て
〔
桂
か

ら
出
た
〕
（
樟
を
離
れ
た
）
。
し
か
し
神
の
両
聖
者
を
見
つ
け
る
と
、
す
っ
か
り
弾
猛
さ
を
な
く
し
、
（
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
そ
の
弟
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
）

訓
両
聖
者
の
足
も
と
に
身
を
な
げ
て
、
飢
え
か
ら
来
る
怒
り
を
残
ら
ず
す
て
て
、
や
さ
し
く
尻
尾
を
ふ
っ
て
歓
び
を
示
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
に
加

p
 

川
え
て
、
殆
ん
ど
（
お
よ
そ
）
一
時
間
の
問
、
両
聖
者
の
足
の
汗
を
詰
め
あ
げ
る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
て
獅
子
の
司
た
ち
は
、
牝
獅

3

子
が
彼
ら
に
金
輪
際
飛
び
か
か
ろ
う
と
〔
し
な
い
〕
（
し
な
か
っ
た
）
の
を
見
て
、
牝
獅
子
に
続
い
て
、
同
様
に
三
日
間
餌
を
与
え
ら
れ
ず
、

p
 飢

え
で
い
ら
だ
っ
て
い
る
二
頭
の
牡
獅
子
を
放
っ
た
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
も
牝
羊
よ
り
も
お
と
な
し
く
地
面
に
横
た
わ
っ
て
、
牝
獅
子
が
や
っ

た
よ
う
に
、
両
聖
者
の
足
の
汗
を
詰
め
る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
。

ぉ
、
よ
っ
て
野
獣
の
司
た
ち
は
、
彼
ら
が
牝
獅
子
に
よ
っ
て
も
、

て
、
こ
れ
ら
の
獅
子
を
、
こ
れ
ら
が
そ
の
囲
い
の
中
に
〔
も
ど
る
〕
（
集
ま
る
）
気
に
な
る
よ
う
に
、
呼
び
も
ど
し
に
か
か
っ
た
。

者
か
ら
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
い
た
獅
子
ど
も
は
、
ま
た
同
時
に
〔
憩
っ
て
い
た
が
〕
（
黙
し
て
い
た
が
）
、
追
い
手
の
声
で
、
依
然
と
し
て
餓
え

牡
獅
子
に
よ
っ
て
も
、

ま
っ
た
く
傷
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
知
つ

一
方
両
聖

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

七



聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

七
四

て
は
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
〔
撞
に
〕
（
寝
わ
ら
に
）
戻
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
仔
細
に
見
て
、

立
会
っ
て
い
た
大
勢
の
観
衆
は
、
群
衆
の

慣
い
と
し
て
逆
上
し
、
芦
を
揃
え
て
〔
叫
ん
だ
〕
（
呼
び
か
け
た
）
。
日
く
。
も
し
こ
れ
ら
の
悪
も
の
ど
も
に
し
て
魔
術
使
で
、
野
獣
に
魔
法
を

か
け
た
も
の
ど
も
が
、
殺
さ
れ
な
い
で
済
む
な
ら
ば
、
単
に
あ
ま
ね
く
世
界
が
拝
ん
で
い
る
神
々
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
我
ら
の
属
州
ま
で
が

破
滅
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
彼
ら
は
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
に
言
っ
た
。

ょ
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
そ
こ
で
餓
死
す
る
に
い
た
る
ま
で
、
ず
っ
と
（
と
じ
こ
め
ら
れ
た
ま
ま
で
）
崇
め
ら
れ
る
が
よ
い
。

ス
ル
は
彼
ら
を
ふ
た
た
び
牢
獄
に
送
る
よ
う
に
命
じ
、
石
工
た
ち
に
は
牢
獄
の
入
口
を
、
溶
け
な
い
〔
石
灰
〕
（
腸
）
で
閉
じ
て
し
ま
う
よ
う

に
指
示
し
た
。
彼
ら
は
命
令
を
〔
受
け
る
と
〕
（
や
り
と
げ
る
と
）
、
両
聖
者
を
牢
獄
に
と
じ
こ
め
て
、
入
口
を
〔
柵
で
〕
（
材
料
で
）
ふ
さ
い

だ
。
こ
う
し
て
両
聖
者
は
三
日
と
三
晩
の
間
俗
世
の
食
物
を
と
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
聖
霊
の
養
分
に
よ
っ
て
力
づ
け
ら
れ
〔
て
い
た
。
〕

（
て
、
二
人
揃
っ
て
主
に
）
牢
獄
の
中
で
〔
神
を
祈
り
求
め
て
い
た
彼
ら
に
、
〕
（
祈
っ
て
い
た
彼
ら
に
）
た
ち
ま
ち
天
使
が
あ
ら
わ
れ
て
、
彼

ら
を
勇
気
づ
け
な
が
ら
言
っ
た
。
汝
ら
心
を
煩
わ
す
こ
と
な
く
牢
獄
か
ら
出
で
よ
。
〔
そ
し
て
〕
相
た
ず
さ
え
て
ガ
リ
ア
の
地
方
へ
赴
け
。
そ

こ
で
汝
ら
は
、
汝
ら
に
価
す
る
永
遠
の
休
息
〔
の
歓
び
を
〕
（
と
い
う
栄
冠
を
）
、
主
か
ら
〔
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
〕

と
す
な
わ
ち
立
ち
ど
こ
ろ
に
壁
が
左
と
右
と
に
分
れ
、
出
よ
う
と
す
る
両
聖
者
に
途
を
拓
い
た
。

あ
ら
た
め
て
彼
ら
を
牢
獄
に
〔
と
じ
こ
め
る
〕
（
送
る
）
よ
う
に
命
ぜ

か
く
て
プ
ロ
コ
シ

（
得
る
で
あ
ろ
う
。
）

す
る

§ 

こ
う
し
て
〔
聖
〕
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
（
彼
の
弟
）
〔
聖
〕
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
は
、
六
月
の
朔
日
の
朝
ま
だ
き
に
、
天
使
の
指
示
と
約
束

と
に
よ
っ
て
牢
獄
か
ら
出
て
、
二
人
の
司
祭
（
す
な
わ
ち
）
ア
ス
グ
レ
ピ
ク
ス
と
グ
ァ
レ
リ
ワ
ス
〔
の
如
き
〕
も
呼
び
ょ
せ
ら
れ
て
、
ガ

p
ア

斜
、

5

の
地
方
に
向
っ
た
。
〔
し
か
し
て
〕
彼
ら
は
上
記
二
司
祭
を
従
え
て
い
た
が
、

こ
れ
は
長
途
の
旅
は
も
と
よ
り
、

さ
ら
に
〔
彼
ら
の
〕
殉
教
に

倣
わ
せ
ん
が
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
か
く
て
彼
ら
は
ア
ル
ベ
ス
・
ペ
ン
ニ

l
ナ
エ
の
彼
方
ま
で
来
た
が
、
ロ

l
ヌ
の
急
流
の
畔
り
で
、
旅
人
の

慣
い
と
し
て
、
休
息
の
た
め
に
揃
っ
て
腰
を
下
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
の
力
や
奇
蹟
に
つ
い
て
の
噂
の
多
く
が
神
の
聖
者
た
ち
〔
を
追
越
し

て
〕
（
に
先
行
し
て
）
い
た
の
で
、
部
落
や
、
村
や
、
町
や
、
そ
の
領
域
か
ら
、
彼
ら
を
求
め
て
会
う
た
め
に
、
人
々
の
〔
度
を
こ
え
た
〕
（
異



常
な
）
大
群
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
〔
絶
え
ず
〕
（
彼
ら
の
も
と
に
）
馳
せ
参
じ
た
。

な
わ
ち
そ
の
名
を
〔
エ
ミ
グ
セ
エ
ア
〕
（
エ
シ
モ
エ
ア
）
と
い
う
あ
る
婦
人
は
、
そ
れ
ま
で
は
異
教
徒
で
あ
っ
た
が
、

息
子
が
、
死
に
と
り
つ
か
れ
て
こ
の
世
を
去
っ
た
。
彼
女
は
、
ロ

l
ヌ
河
の
岸
で
、
群
衆
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
、
聖
者
た
ち
が
身
体
を
恢
服
さ
せ

る
た
め
に
座
っ
て
い
た
場
所
で
彼
ら
に
会
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
は
聖
者
た
ち
の
〔
足
も
と
に
〕
（
膝
も
と
に
）
身
を
な
げ
出
し
て
、
は
げ
し
く

泣
き
な
が
ら
叫
び
か
つ
言
い
は
じ
め
た
。
我
ら
は
汝
ら
が
い
と
高
き
神
の
友
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
汝
ら
の
祈
り
に
よ
っ
て
、
神

の
許
で
多
く
の
こ
と
が
成
就
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
我
は
願
う
、
〔
我
ら
、
〕
（
汝
ら
、
）
我
が
希
望
で
あ
る
我
が
一
人
子
の
た
め
に
〔
祈
り

ま
つ
ら
ん
〕
（
祈
り
た
ま
わ
ん
こ
と
を
。
）
（
ま
た
）
汝
ら
の
祈
り
に
よ
っ
て
、
我
に
こ
の
子
を
〔
返
し
た
ま
え
〕
（
取
戻
し
た
ま
え
）
。
〔
き
す
れ

ば
〕
汝
ら
の
神
に
、
こ
の
子
と
我
が
身
と
を
献
げ
ま
つ
る
で
あ
ろ
う
。
他
の
人
々
の
多
数
も
地
に
ひ
れ
伏
し
て
、
聖
者
た
ち
が
こ
の
婦
人
の
涙

に
感
れ
み
を
も
つ
よ
う
に
、
（
辞
を
低
く
し
て
）
〔
期
待
し
た
〕
（
懇
願
し
た
）
。

其
処
で
起
っ
た
こ
と
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す

少
し
前
に
彼
女
の
一
人

話
、
そ
こ
で
至
聖
の
サ
グ
ィ
ヌ
ス
は
、
極
め
て
優
し
い
婦
人
ハ
た
ち
）
と
群
衆
と
の
涙
と
に
動
か
さ
れ
て
、
人
々
に
、
心
を
つ
く
し
て
主
〔
イ

エ
ス
〕
（
キ
リ
ス
ト
）
を
探
し
求
め
る
よ
う
に
と
言
葉
を
か
け
、
地
に
ひ
れ
伏
し
て
暫
し
の
間
祈
っ
て
言
っ
た
。
汝
〔
至
上
の
〕
（
全
能
の
）
神

ょ
、
汝
は
天
と
地
と
を
汝
の
全
能
に
よ
っ
て
定
め
た
ま
う
た
。
〔
ま
た
〕
（
汝
は
）
天
を
特
に
星
辰
を
も
っ
て
〔
飾
り
〕
（
粧
い
）
た
ま
い
、
ま

た
地
を
汝
の
御
名
の
（
讃
美
と
〉
栄
光
と
の
た
め
に
、
人
々
を
も
っ
て
〔
粧
い
〕
（
飾
り
）
た
ま
う
た
。
我
は
汝
の
限
り
な
き
慈
悲
を
乞
い
ま

つ
る
。
こ
の
死
者
を
匙
ら
せ
た
ま
え
。
〔
ま
た
〕
（
こ
れ
は
）
汝
の
こ
の
奇
蹟
に
よ
っ
て
、
こ
の
属
州
に
お
い
て
は
、
〔
誤
り
に
み
ち
た
占
い
女

の
導
き
で
い
そ
ぐ
〕
（
罪
悪
と
い
う
迂
路
を
通
っ
て
い
そ
ぐ
）
多
く
の
人
々
が
、
汝
の
も
と
に
〔
つ
け
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
〕
（
集
め
ら
れ
ん

訓
告
が
為
で
あ
る
）

o
s
こ
れ
ら
の
こ
と
を
言
い
な
が
ら
彼
は
立
上
り
、
そ
し
て
死
者
の
顔
と
む
か
い
あ
い
、
彼
の
右
手
を
と
っ
て
彼
を
立
上
が

P
 

〈
ら
せ
、
生
き
か
え
っ
た
一
人
息
子
の
少
年
を
、
そ
の
母
に
返
し
た
。
彼
女
は
そ
の
場
で
少
年
と
と
も
に
洗
礼
を
受
け
、
約
束
し
た
如
く
に
、
至

福
の
信
心
〔
と
大
い
な
る
心
の
備
え
と
を
も
っ
て
〕
（
を
も
っ
て
、
母
は
）
主
イ
エ
ス
に
従
っ
た
。
主
は
さ
ら
に
、
多
く
の
恩
寵
を
そ
の
僕
た

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

ハ
属
郡
）

七
五
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ち
に
も
た
ら
し
た
ま
う
た
。
す
な
わ
ち
〔
い
あ
わ
せ
た
も
の
〕
（
集
っ
て
来
た
も
の
）
す
べ
て
の
見
て
い
る
前
で
、
彼
ら
の
祈
り
に
よ
り
、

人
の
生
れ
つ
き
の
盲
人
が
そ
こ
で
光
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
二
人
の
肢
者
が
立
上
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

部
、
こ
う
し
て
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
主
の
同
意
の
下
に
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
天
使
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
た
主
の
命
令
に
よ

っ
て
〔
命
ぜ
ら
れ
、
か
つ
〕
告
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
長
時
間
遅
れ
な
い
た
め
に
、
旅
を
続
け
、
り
ヨ
シ
の
傍
〔
を
通
っ
て
〕
〈
で

y
l
ヌ
河
を
泳

い
で
渡
り
て
つ
い
に
は
プ
ル
グ
シ
デ
ィ
ア
〔
の
〕
（
と
い
う
）
最
果
て
を
へ
め
ぐ
っ
て
、
ォ
l
セ

l
ル
の
町
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
れ
は
ひ
と

え
に
（
こ
の
町
の
）
至
聖
の
グ
ル
マ
ヌ
ス
司
教
を
訪
問
せ
ん
と
欲
し
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
に
、
こ
の
町
に
は
、
最
も
誉
れ
あ
る
司

教
グ
ル
マ
ヌ
内
…
か
い
た
が
、
彼
は
ト
ロ
ア
の
司
教
ル

l
プ
ス

2
ど
と
も
に
、
ア
イ
ル
ラ
シ
ド
か
ら
こ
の
こ
ろ
帰
っ
て
来
て
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
シ
ド

は
、
ス
コ
ヲ
ト
人
の
大
洋
を
こ
え
た
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
プ
リ
ト
シ
人
の
島
の
彼
方
に
あ
り
、
そ
こ
に
こ
の
司
教
は
ベ
ラ
ギ
汐
ス
の
異
端
者
の

不
信
を
抑
圧
す
べ
く
、
ロ
ー
マ
の
至
高
の
使
徒
の
座
か
ら
差
遣
わ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
神
の
摂
理
に
よ
っ
て
両
聖
者
は
、
覇
旅
の
半

ば
に
対
面
す
る
こ
と
を
求
め
た
〔
正
に
そ
の
時
に
〕
（
正
に
そ
の
人
に
）
、
〔
彼
ら
が
ラ
デ
ィ
チ
ク
ス
に
対
し
て
耐
え
た
〕
彼
ら
の
迫
害
に
対
す

る
闘
い
を
残
ら
ず
〈
彼
に
）
報
告
し
た
の
で
占
め
る
。
司
教
は
、
彼
ら
が
主
に
約
束
し
た
て
ま
つ
っ
た
ど
と
く
、
立
て
た
誓
願
を
貫
ぬ
く
よ
う
に

彼
ら
を
力
づ
け
〔
た
が
〕
（
な
が
ら
も
）
、
至
福
の
サ
グ
ィ
ヌ
ス
を
彼
の
も
と
に
留
め
る
こ
と
を
欲
し
た
。
司
教
は
彼
を
そ
の
よ
う
に
説
得
し
得

な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
弟
キ
プ
り
ア
ヌ
ス
に
、
彼
と
と
も
に
留
ま
る
よ
う
に
と
懇
願
し
た
。

（1
）
オ
l
セ
ー
ル
司
教
。
聖
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
は
、
四
四
八
年
ま
た
は
四
四
九
年
に
残
し
た
。
彼
に
つ
い
て
は
、

目
白
ロ
ロ
自
）
七
月
三
一
日
の
項
に
あ
る
ハ
原
注
）
。
本
稿
緒
論
を
参
照
せ
よ
（
訳
注
〉
。

門

2
〉
聖
ル
1
プ
ス
（
ω・
ド
ロ
宮
M
P
帥
世
吉
伸

Hlo
ロHMm
）
に
つ
い
て
は
、
ロ
！
？
殉
教
録
に
従
っ
て
、
同
月
一
九
日
に
扱
い
得
る
で
あ
ろ
う
ハ
原
注
Y

A

A

ha－－－
E
h
p
仲・
4
・
3
・
g
l芯
・
四
七
九
年
以
後
の
七
月
二
九
日
残
。
氏
・
冨
O
E富
何
回
・

h
a
句
。
皆
、

np
？
戸
匂
－

E
－出。

H
g・
（
訳
注
）
。

ロ
1
7
殉
教
録
（
冨
匝
ユ
ヨ
0
H
a
z
g
同

0・



釘
、
し
か
し
な
が
ら
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
、
人
で
し
か
な
い
も
の
の
命
令
に
対
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
主
の
命
令
に
喜
ん
で
服
す
る
も
の
と
な

ろ
う
と
心
が
け
て
い
た
の
で
、
主
か
ら
天
使
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
如
く
に
、
ガ
り
ア
の
地
方
に
向
う
こ
と
を
、
親
し
く
聖
グ
ル
マ
ヌ
ス
に
明
か

し
た
。
そ
こ
で
聖
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
は
、
彼
ら
の
意
志
に
従
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
三
千
歩
の
聞
を
彼
ら
と
と
も
に
進
み
、
〔
そ
し
て
彼
ら
を
、
彼
の
至

福
の
〕
（
そ
こ
で
彼
ら
を
彼
の
特
別
の
）
祝
福
を
も
っ
て
〔
聖
化
し
て
〕
（
強
め
て
）
〔
帰
っ
て
来
た
〕
（
歩
を
か
え
し
た
）
。
さ
ら
に
彼
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
、
至
福
の
グ
ル
マ
ヌ
ス
を
通
じ
て
、
信
仰
に
お
い
て
堅
固
に
さ
れ
、
祝
福
に
よ
っ
て
輩
固
に
さ
れ
、
〔
さ
ら
に
聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
、
〕

彼
ら
が
始
め
た
〔
旅
を
〕
（
こ
と
を
〉
貫
ぬ
い
た
。
そ
し
て
ロ
ワ

l
ル
の
河
を
渡
っ
て
、
彼
ら
は
ト
ゥ

1
ル
の
都
市
領
域
の
対
岸
の
地
域
に
到

達
し
た
の
で
あ
る
o

（

1
）

A

守宮、町、
h
s
h
言、
h
a
v
－
Eσ
叩
三
回
一
F
〉
百
円
h
v
h
n
H
h
b
g
b
m
ミ
～
む
と
司
J
K
Y
S
官
官
、
s
b
E
H
両
足
立
与
『
h
a
s
h
－
寸
ロ
E
Z
F
S
E－
－
A
S
H
a
s
b
，

ミ官、誌
V
H
5
5
0・ロロ

O田
宮
口
。
宕

S
E
O
句
協
－
一
マ
イ
ル
。
す
な
わ
ち
千
歩
。
同
司
自
は
各
地
で
非
常
な
ち
が
い
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ぽ
司
自

問

b
o
g
E同
E
g
H
M
℃
回
目

o
a
z巴
g
日

HHH自
由

MAFNoh

－0
3
加。
E
Z包
g
H
N叫
沼
山
由
島
田

H
O
B
∞HMHD－
古
代
の
ロ
！
？
の
官
凹
m
g
H
H
H
s
h
N印
0

・

〈
約
三
千
歩
V
と
は
従
っ
て
、
ほ
ぼ
士
両
日
・
に
あ
た
る
。
同
－
U
O
C担
当
居
間
F
b室
町
白
書
ミ
ミ
き
を
町
立
ミ
礼
宮
、
ロ
ミ
』
ミ
ヨ
S

E
ミ
h
・
4
0
A』
司

b
h
v
・

§ 

。。、
i
’

n

L

S
、
軍

そ
の
噴
ま
こ
と
に
不
幸
な
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
マ
グ
シ
ム
ス
は
、
彼
ら
両
聖
者
が
驚
く
べ
き
こ
と
に
牢
獄
か
ら
抜
出
た
こ
と
、
ま
た

拡
が
っ
て
い
る
噂
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
が
ガ
リ
ア
の
地
方
に
赴
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
ま
た
さ
ら
に
彼
の
神
デ
ィ
オ
一
二
ノ
ス
の
失

墜
を
思
い
お
こ
し
、
ま
た
〔
喰
い
入
る
よ
う
な
〕
（
心
中
）
悲
痛
感
に
う
た
れ
て
い
た
が
、

ス
ル
〕
（
コ
シ
ス
ル
）
・
ラ
デ
ィ
チ
ワ
ス
の
〔
消
滅
〕
（
焼
死
）
に
関
し
て
、

う
こ
と
を
〕
（
捕
え
る
べ
き
こ
と
を
）
、

彼
ら
を
〔
裁
く
で
あ
ろ

ま
ず
神
の
両
聖
者
が
彼
自
か
ら
の
手

で
斬
首
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
い
限
り
は
、
決
し
て
帰
っ
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
う
し
て
彼
は
二
百
人
の
武
装
兵
と
と
も
に
、

〔
彼
ら
を
〕
追
っ
た
。

す
な
わ
ち
彼
の
父
方
の
親
族
で
為
る

彼
の
神
々
の
忌
む
べ
き
稜
威
に
か
け
て
、

〔
プ
ロ
コ
シ

ま
た
〔
ア
シ
フ
ィ
ポ
リ
ス
の
〕
（
ア
ク
ツ
ニ
ア
の
）

一
帯
に
は
、

そ
こ
に

（
両
聖
者
が
）

歓
待
を
う
け
に
立
ま
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、

如
何
な
る
場
所
で
も
探
し
ま
わ
っ
て
、

と
こ
ろ
が

塑
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）
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〔
上
記
〕
ニ
兄
弟
は
、
〔
か
の
〕
司
祭
た
ち
と
と
も
に
、

の
〕
河
に
流
れ
こ
む
、
コ

y
フ
リ
ュ
ア
ジ
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
到
達
し
て
い
た
。
実
は
こ
の
場
所
は
、
〔
今
で
は
〕
ハ
か
つ
て
は
）

シ
テ
ィ
ク
ム
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
（
そ
こ
で
）
彼
ら
は
、
〔
如
何
に
も
〕
長
い
（
旅
の
）
疲
れ
に
倦
み
、

す
で
に
ポ
ヲ
チ
エ
の
領
域
に
、

す
な
わ
ち
そ
こ
で
ガ
ル
グ
シ
プ
の
河
が
〔
グ
ル

l
ズ

エ
グ
ス
ク
ェ

（
よ
っ
て
）
こ
の
河
の
合
流
点

か
ら
遠
か
ら
ぬ
、
た
だ
の
千
歩
の
と
こ
ろ
で
休
ん
で
い
た
。

（1
）
の
gpHO己
申
曲
・
俗
に
の

S
F邑
S
F
。。ロ固

E
目
。
ガ
リ
ア
辺
境
属
州
の
、
ポ
ワ
チ
エ
の
リ
l
メ
ス
の
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
河
沿
い
の
小
一
村
。
あ
る
い
は

FKP回一回一切－

N
S
E
s
a
a
h
h
h
h・仲－

HFMM・
四
国
間
・
に
よ
れ
ば
、

ω
g
E
河
に
そ
う
ロ
シ
ュ
ポ
ゼ
イ
（
同
o
o
v
a
s
a－
FP
同
onvTMMga〉
〈
原

注
）
。
。

g凶

g
E・
地
図
上
に
は
地
名
と
し
て
記
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
行
政
区
画
名
で
は
な
い
。
ク
ル
l
ズ
河
に
そ
う
ロ
シ
ュ
ポ
ゼ
イ
の
東
南
、
ガ

ル
タ
ン
プ
河
の
対
岸
に
あ
た
る
ハ
訳
注
〉
。

却
、
〔
第
三
の
河
は
ア
シ
グ
ラ
シ
〕
と
呼
ば
れ
、
よ
り
上
流
で
ガ
ル
グ
シ
プ
に
〔
流
れ
こ
ん
で
い
た
が
〕
、

m
が
そ
こ
で
安
ら
ぎ
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
た
上
記
の
場
所
か
ら
、
彼
ら
を
追
っ
て
来
た
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
マ
グ
シ
ム
ス
が
、
そ
の
二
百
人
の
イ
グ

nv g
p
ア
人
従
土
を
ひ
き
つ
れ
て
、
〔
そ
の
河
ま
で
〕
や
っ
て
来
た
の
を
見
た

o
g
し
か
も
、
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
彼
の
弟
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
と
は
、

M
彼
ら
の
敵
を
認
め
た
も
の
の
、
河
を
渡
り
得
る
〔
手
段
を
求
め
て
〕
（
手
段
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
て
た
だ
ち
に
〔
地
に
伏
し
て
父
な
る
神
で

あ
る
〕
（
地
に
膝
を
つ
い
て
）
A
膝
を
屈
し
て
V

主
に
祈
り
求
め
た
。
日
く
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ょ
、
汝
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
を
フ
ァ
ラ

オ
の
手
か
ら
解
き
放
ち
た
ま
い
、
彼
ら
を
乾
い
た
海
の
真
中
を
通
っ
て
導
き
た
ま
う
た
。
我
ら
に
こ
の
河
を
渡
る
べ
き
助
け
を
与
え
た
ま
え
。

こ
れ
す
な
わ
ち
汝
が
、
我
ら
を
こ
れ
ら
の
敵
か
ら
逃
れ
得
し
め
た
ま
う
て
、
汝
が
我
ら
に
到
達
す
べ
く
命
じ
た
ま
う
た
場
所
に
我
ら
が
到
達
せ

聖
者
た
ち
は
、

（
そ
の
時
）
彼
ら

ん
が
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
て
彼
ら
が
こ
れ
ら
を
〔
非
常
に
激
し
く
〕
（
非
常
に
す
ば
や
く
）
述
べ
た
時
に
、
祈
り
か
ら
立
上
る
と
、
（
は
や
く

も
神
の
賜
物
が
あ
り
、
）
新
し
い
船
が
彼
ら
の
面
前
の
河
岸
に
現
わ
れ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
神
に
感
謝
を
さ
さ
げ
、

り
こ
み
、
イ
ダ
リ
ア
人
を
尻
目
に
、
船
頭
も
漕
ぎ
手
も
な
く
、
無
事
に
対
岸
に
た
ど
り
着
い
た
。

急
ぎ
行
っ
て
そ
の
船
に
乗



（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

同
ロ
間
同
国
・
俗
に
て
K
F
ロ間一回目白・（原注〉。

会
員
訪
問

g
g
g
v・
B
（弘、
A
－伊同
ζ

匂
－
呂
田
K
F
〉
欄
外
に
付
さ
れ
た
異
読
に
の
み
乙
の
読
み
が
あ
る
。

山
山
エ
ジ
プ
ト
記
、
一
四
章
、
担
。

加
、
と
こ
ろ
で
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
マ
グ
シ
ム
ス
と
、

（
彼
ら
と
と
も
に
や
っ
て
来
た
も
の
ど
も
は
、

神
の
両
聖
者
が
河
を
渡
っ
た
対
岸
で
の

ぼ
れ
そ
う
な
小
途
を
よ
じ
の
ぼ
っ
て
い
る
の
を
見
て
殺
到
し
た
が
、
狂
気
に
陥
り
、
我
と
我
が
身
を
渦
に
投
じ
、
そ
の
半
数
は
た
ち
ま
ち
の
う

ち
に
正
し
く
こ
の
神
の
裁
き
に
あ
っ
て
、
河
中
に
没
し
た
。
と
こ
ろ
で
マ
グ
シ
ム
ス
と
）
彼
と
と
も
に
い
た
も
の
ど
も
と
は
、
泳
い
で
危
険
か

ら
脱
し
た
が
、
神
の
聖
者
た
ち
を
よ
り
速
や
か
に
追
い
つ
め
て
、
〔
五
月
二
五
日
に
〕
（
六
月
二
四
日
に
）
ガ
ル
グ
シ
プ
河
の
畔
り
の
、
古
老
が

キ
レ
ス
グ
ス
と
い
う
名
を
宛
て
て
い
た
場
所
、
と
い
う
よ
り
は
村
に
お
い
て
彼
ら
を
と
ら
え
た
。
こ
の
村
は
ア
シ
テ
ィ
ェ
ィ
の
村
、
と
い
う
よ

そ
し
て
彼
ら
は
捕
縛
し
た
両
聖
者
を
、
〔
プ
セ
リ
ス
〕
（
プ
セ
レ
ス
）
と
呼
ば
れ
る
地
所
に
む

り
は
単
な
る
集
落
か
ら
千
歩
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

か
い
あ
う
、
こ
の
河
の
中
の
一
つ
の
島
に
曳
い
て
行
き
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
責
苦
に
よ
っ
て
両
聖
者
を
衰
弱
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ

で
両
聖
者
が
責
苦
を
う
け
て
い
る
聞
に
起
っ
た
こ
と
は
次
の
知
く
で
あ
る
。
あ
る
も
の
が
悪
し
き
霊
に
入
り
こ
ま
れ
て
、
悪
魔
溶
き
と
な
り
、

狂
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
マ
グ
シ
ム
ス
は
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
に
言
っ
た
。

サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
よ
、

汝
何
故
に
ア
タ
ツ
エ
ア
で
は
用
い
た
力

を
、
こ
の
男
に
と
り
っ
き
、
彼
を
残
忍
に
〔
引
裂
い
て
い
る
〕
（
さ
い
な
ん
で
い
る
）

悪
魔
を
追
い
出
す
た
め
に
は
、

〔
汝
の
イ
エ
ス
〕
（
十
字

架
に
つ
け
ら
れ
た
）

そ
こ
で
聖
（
至
福
の
）
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
、

け
て
言
っ
た
。
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
ま
い
し
キ
リ
ス
ト
ょ
、
我
は
汝
を
宣
ベ
伝
え
、
ま
た
宣
べ
伝
え
来
り
し
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
汝
を
忠

キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
用
い
ぬ
の
か
。

両
眼
を
〔
少
し
〕
（
一
瞬
）
天
に
む

実
に
崇
め
、
ま
た
崇
め
来
り
し
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
汝
に
会
い
ま
つ
ら
ん
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
汝
の
名
の
た
め
に
死
す
る
を

択
ぶ
も
の
で
あ
る
。
穣
れ
し
霊
ょ
、
我
は
こ
の
名
に
お
い
て
汝
に
命
ず
。
神
の
姿
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
こ
の
人
よ
り
出
で
よ
。
そ
し
て
こ
れ
以

上
こ
の
人
に
入
ら
ん
と
せ
ぬ
が
よ
い
。
た
ち
ま
ち
悪
し
き
霊
は
出
で
、
癒
さ
れ
た
人
と
、
さ
ら
に
悪
臭
に
よ
っ
て
は
な
は
だ
し
く
穣
さ
れ
た
場

翌
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

七
九
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八．
0 

所
と
を
後
に
残
し
た
。
彼
は
そ
の
場
で
洗
礼
を
受
け
、
穣
れ
な
き
も
の
と
し
て
去
っ
た
。

（1
〉
乙
の
部
分
は
P
の
み
に
あ
る
。
〈
：
・
呉
昌
己

2
5
ロ
Z
E
S
S
Eロ
グ
三
島
O
E
Z
ω
z
a
g
u巴
宮
弘
仲
良
ω百
件
g
g
出
回
目
。
ロ
ユ
官
、

F

神E
S
F件。
B
U
0
2
U自
由
。
曲
目
皆
同
0・ロ
oロ山口－
5
ロ件。タ伊
g
g仲
2
2同
FV巨ロ島田山
g
g
o
H
8
2ロ神田叩唱。円

e
g闘関口同開
E
V
E－
G
5
2
5
5
E
S

3
2
2
2宕
日

g
zユロ師向同冊目

z
a
a
o
旬。円曲。門出国
2
2
p
出
回
目
吉
冊
目
回
HOHR・冨匝同時
g
g
a
g－－－
V

（2
）
K
F

己

E
g
g
s－
kr
口
広
岡
ロ
司
ハ
〈
目
。
ロ
ロ
o
y
R－
宮
。
己
B
O門店。
p
n・
ω回目己
zω
ミ
巴
山
口
・
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
の
南
南
西
約
三
粁
（
訳
注
〉
。

（3
）
ラ
ッ
プ
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
今
日
の

ω
g
g
H
で
、
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
と
ア
ン
テ
ィ
ニ
ィ
の
両
村
の
間
に
あ
る
（
原
注
〉
。
訳
者
は
と

の
地
名
を
発
見
し
得
な
か
っ
た
（
訳
注
）
。

担
、
と
こ
ろ
で
マ
グ
シ
ム
ス
の
（
百
人
の
）
従
士
（
の
う
ち
の
十
人
）
は
〔
こ
れ
を
見
て
〕
、
そ
の
場
で
最
も
あ
か
ら
さ
ま
な
誓
願
を
立
て
て

信
仰
に
入
り
、
父
と
子
と
聖
霊
と
の
御
名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
う
や
う
や
し
く
万
人
の
前
で
〔
聖
〕
（
至
福
の
）
サ
ヴ
ィ
ヌ

ス
に
懇
願
し
た
。
よ
っ
て
〔
聖
〕
（
至
福
の
〉
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
は
、

彼
ら
に
洗
礼
を
授
け
よ
う
と
〔
し
た
際
に
〕
（
す
る
や
否
や
）
、

マ
グ
シ
ム
ス

長
官
に
よ
っ
て
斬
首
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
洗
礼
を
授
け
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
た
か
の
十
人
の
男
た
ち
も
ま
た
、
彼
ら
の

〔
戦
友
た
ち
〕
（
兵
士
た
ち
）
に
よ
っ
て
、
同
時
に
斬
首
さ
れ
た
。
聖
三
位
一
体
の
名
に
お
い
て
忠
実
に
購
罪
の
受
洗
を
求
め
た
彼
ら
が
、
白

か
ら
の
血
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授
け
ら
れ
た
〔
か
否
か
に
つ
い
て
は
〕
（
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
）
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

〔
七
月
一
一
日
に
〕

そ
こ
で
残
り
の
も
の

は
聖
キ
プ
官
ア
ヌ
ス
と
二
人
の
司
祭
ア
ス
グ
レ
ピ
ク
ス
と
グ
ァ
レ
り
ク
ス
と
を
導
い
て
、
彼
ら
を
、
河
を
渡
っ
て
ア
シ
テ
ィ
エ
ィ
と
呼
ば
れ
る

集
落
に
曳
い
て
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
二
人
の
司
祭
、
す
な
わ
ち
ア
ス
グ
レ
ピ
ワ
ス
と
グ
ァ
レ
リ
ク
ス
と
は
、
そ
の
夜
彼
ら
の
手
か
ら
逃
れ

て
、
夜
の
う
ち
に
〔
聖
〕
（
至
福
の
）
殉
教
者
サ
グ
ィ
ヌ
ス
の
遺
体
の
も
と
に
来
り
、
そ
れ
が
横
た
わ
っ
て
い
た
〔
プ
ロ
セ

そ
し
て
こ
れ
を
、

の
村
の
向
い
の
島
か
ら
、
三
本
の
糸
杉
と
名
づ
け
ら
れ
た
丘
に
移
し
た
。
そ
こ
に
は
か
つ
て
平
和
な
時
に
、

ヴ
ァ
シ
サ
シ
の
誉
れ
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
教
会
堂
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
れ
は
〔
す
で
に
〕
（
さ
ら
に
）
ヴ
ァ
シ
グ
ル
人
の
迫
害
の
際
に
荒

リ
ス
〕
（
プ
セ

p
ス）

殉
教
者
聖

廃
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
〔
聖
〕
（
殉
教
者
）
サ
グ
ィ
ヌ
ス
の
〔
栄
光
に
み
ち
み
ち
た
〕
（
聖
に
し
て
栄
光
あ
る
）
遺
体
は
、
（
七
月
一
一
日



に
）
か
く
て
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（

1
）

凶

，

H
8・
。
同
匂
円
。
田
氏
、
富
。
ロ
骨
骨
加
サ
円
。
干
の
山
者
同
和
田
・
ラ
ッ
プ
で
読
む
と
こ
ろ
で
は
、
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
の
村
か
ら
少
し
離
れ
た
今
日
の
冨
O

己ω
巳
三

E
4
5
（
原
注
〉
。

旬
、
さ
ら
に
至
福
の
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
責
苦
と
子
の
こ
ん
だ
拷
問
と
を
う
け
な
が
ら
捕
え
ら
れ
て
い
た
が
、

上
記
ア
シ
テ
ィ

ニ
ィ
の
村
、
も
し
く
は
集
落
に
お
い
て
、
極
刑
の
宣
告
を
受
け
、
七
月
一
四
日
に
人
た
る
を
止
め
、
か
く
て
勝
利
者
か
つ
殉
教
者
と
し
て
キ
リ

ス
ト
の
許
に
移
っ
た
。
彼
が
喜
ば
し
い
綜
閥
の
枝
に
立
到
っ
た
の
は
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
皇
帝
の
時
で
あ
る
が
、
こ
の
皇
帝
は
か
の
プ
ロ
コ
シ
ス
ル

を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
迫
害
の
た
め
に
、
太
陽
の
沈
む
地
方
に
差
し
む
け
た
。
彼
は
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
（
彼
の
生
命
を
魂
と
と
も
に
う
ば
わ
れ
る

と
い
う
〉
神
の
懲
罰
を
う
け
（
た
。
）
、
〔
相
応
し
く
も
、
生
命
を
魂
と
と
も
に
失
な
っ
た
。
〕
レ
オ
大
帝
が
統
治
に
お
い
て
彼
を
つ
い
だ
が
、
し
か

も
か
の
プ
ロ
コ
シ
ス
ル
・
マ
グ
シ
ム
ス
と
、
彼
の
軍
隊
の
う
ち
で
彼
と
と
も
に
留
ま
っ
た
も
の
は
、
（
誰
で
あ
ろ
う
と
）

悪
霊
に
濃
か
れ
て
、

あ
る
も
の
は
河
へ
、

あ
る
も
の
は
林
〔
や
〕
（
と
）
森
〔
に
狂
乱
し
て
身
を
投
じ
、

で
刺
し
貫
い
た
。
こ
う
し
て
、

マ
グ
シ
ム
ス
自
身
も
、

他
の
も
の
ど
も
は
白
か
ら
を
〕
（
と
で
、
）
白
か
ら
の
武
器

へ
ス
ベ
リ
ア
の
地
方
に
退
い
て
い
た
彼
の
従
士
団
の
一
人
と
い
え
ど
も
生
残
ら
ぬ
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
彼
の
弟
キ
プ
り
ア
ヌ
ス
と
が
、
神
の
助
け
に
よ
っ
て
尋
ね
求
め
た
場
所
之
、
彼
ら
自

身
の
遺
体
に
よ
っ
て
、
神
の
同
意
の
も
と
に
〔
聖
な
る
も
の
と
し
た
〕
（
聖
別
し
た
）
場
所
と
を
、

主
は
そ
の
名
の
栄
光
の
た
め
に
、

A
7
に
い

た
る
ま
で
、
彼
ら
〔
殉
教
者
〕
の
と
り
な
し
に
よ
っ
て
、
頻
々
た
る
奇
蹟
を
も
っ
て
飾
り
た
ま
う
た
。
こ
れ
ら
の
奇
蹟
に
よ
っ
て
、
盲
人
は
視

力
を
、
践
者
と
中
風
病
み
と
は
歩
み
を
、
悪
魔
溶
き
は
潔
ら
か
さ
を
と
り
も
ど
し
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
お
か
さ
れ
た
も
の
ど
も
は
健
康

を
得
た
。
〔
す
な
わ
ち
心
で
病
む
も
の
も
、
さ
ら
に
身
体
に
病
い
を
も
つ
も
の
も
、
潔
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
〕

光
あ
ら
し
め
ら
れ
た
ま
い
、
〔
ま
た
〕
父
と
聖
霊
と
と
も
に
、

こ
れ
は
彼
の
両
聖
者
に
よ
っ
て
栄

世
々
に
わ
た
り
て
限
り
な
く
生
き
（
か
つ
称
え
ら
れ
）
た
ま
う
、

我
ら
の
主
イ

エ
ス
・
キ
り
ス
ト
の
助
け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
〔
ア

1
メ
シ
〕
。
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而
凪

殉
教
者
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
の
奉
還
の
記

ア
イ
モ
イ
ヌ
ス
の
序

川

1
、
ま
こ
と
筆
者
は
、
以
下
の
著
述
の
、
小
さ
く
も
あ
り
大
き
く
も
あ
る
啓
示
を
、
神
の
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の
卓
越
し
た
証
人
で
あ
る
、

。c聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
の
御
慈
悲
に
よ
る
賜
物
で
あ
る
と
信
じ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
小
な
り
と
言
う
は
、
こ
の
書
の
量
に
つ
い
て
で
あ
り
、
さ
ら

に
筆
者
が
大
な
り
と
言
う
は
、
こ
の
殉
教
者
の
崇
敬
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
も
読
む
人
や
聴
く
人
の
感
覚
に
、
非
常
な
不
快
を
与
え
ぬ
た
め

2

に
は
、
こ
れ
ら
は
却
っ
て
簡
略
に
記
さ
れ
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
筆
者
は
、
勲
な
き
聖
職
者
で
は
あ
る
が
、
せ
め
て
こ
の
聖
者
を
誉
れ
あ
ら
し

A

め
、
か
つ
ま
た
、
こ
の
聖
職
者
の
下
に
結
合
し
て
い
る
修
道
士
た
ち
の
集
い
に
、
す
な
わ
ち
こ
の
修
道
院
の
故
フ
グ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
修
道
院
長

。
C

と
、
彼
の
下
で
敬
虚
に
祈
り
を
捧
げ
た
父
た
ち
と
に
対
し
て
誉
れ
を
残
す
と
と
も
に
、
将
来
に
も
何
も
の
か
を
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た

聖
殉
教
者
に
汝
ら
の
讃
美
と
歓
喜
と
が
さ
さ
げ
ら
れ
ん
が
た
め
に
、
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
と
我
が
主
ゲ
ル
マ
ヌ
ス
と
の
聖
性
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

汝
ら
の
祈
り
の
慰
霜
に
よ
っ
て
、
神
と
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
の
友
た
ち
ょ
、
我
を
助
け
た
ま
わ
ん
こ
と
を
ひ
れ
伏
し
て
願
い
ま
つ
る
。

ト
ラ
ン
ス
ラ
チ
オ

奉
遷
の
記
始
ま
る

問

2
、
普
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
語
り
つ
が
れ
て
い
る
如
く
に
、
ヴ
ア
ジ
グ
ル
人
の
却
掠
が
、
遠
近
の
人
々
の
聞
で
縦
横
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て

叫
い
た
、
ま
さ
に
か
の
迫
害
に
際
し
て
、
キ

p
ス
ト
の
至
福
の
殉
教
者
サ
グ
ィ
ヌ
ス
の
遺
体
が
あ
っ
た
教
会
堂
は
破
壊
さ
れ
、
そ
の
場
所
は
、
住



む
も
の
と
で
な
く
、
荒
廃
す
る
が
ま
ま
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
荒
涼
た
る
廃
塩
に
と
ざ
さ
れ
た
ま
ま
、
あ
ま
た
の
年
数
の
流
れ
を
通
じ
て
、
住
め
ぬ

が
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。
仮
に
ほ
ん
の
僅
か
、
附
近
の
住
民
の
誰
か
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
手
は
こ
れ
を
修
復
す
る
に
は
ま

っ
た
く
足
り
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
永
い
時
が
過
ぎ
去
っ
た
が
、
し
か
し
場
所
の
記
憶
は
消
え
去
ら
な
か
っ
た
。
荒
蕪
地
た
り
と
は
い
え
こ
の
場

所
は
、
老
人
達
の
口
を
通
じ
て
、
聖
な
る
所
、
そ
し
て
極
め
て
明
確
に
聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
の
遺
体
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
所
と
言
い
ひ
ろ
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
長
い
時
聞
が
す
で
に
流
れ
去
っ
た
時
に
、
全
能
の
神
は
そ
の
場
所
が
復
興
さ
れ
、
聖
者
が
よ
り
明
ら
か
に
想
い
起
さ
れ
る

よ
う
に
計
ら
い
た
ま
う
た
が
、
如
何
に
し
て
こ
れ
が
起
っ
た
か
を
手
短
か
に
語
る
こ
と
は
、
筆
者
の
欣
快
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3
、
き
で
あ
る
日
、
あ
る
百
姓
男
の
家
畜
が
群
か
ら
さ
ま
よ
い
出
た
が
、
彼
は
、
獣
が
牧
場
に
見
あ
た
ら
ぬ
の
で
、
そ
の
家
畜
に
絶
望
し
な

が
ら
、
は
る
か
に
森
の
は
ず
れ
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は
そ
の
先
に
家
畜
の
足
跡
を
見
出
し
た
の
で
、
あ
と
を
つ
け
は
じ
め
、
つ

い
に
茨
や
木
喜
が
密
生
し
た
荒
地
に
、
最
初
か
ら
と
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
を
発
見
し
た
。
そ
う
し
て
、
あ
わ
れ
な
百
姓
た
ち
が
迷
っ
た
家
畜

の
た
め
な
ら
ば
、
如
何
に
重
い
困
苦
を
も
克
服
し
て
す
る
如
く
に
、
彼
は
斧
で
、
薮
や
彼
を
妨
げ
る
木
の
根
の
よ
う
な
左
右
の
障
害
物
を
切
り
ひ

ら
き
、
大
汗
を
か
き
か
き
、
急
い
で
、
彼
が
探
し
求
め
た
四
つ
足
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
場
所
に
た
ど
り
つ
い
た
。
彼
は
こ
の
家
畜

を
動
か
そ
う
と
し
た
が
、
家
畜
は
ど
う
し
て
も
起
あ
が
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
家
畜
は
、
か
つ
て
の
か
の
聖
者
の
教
会
堂
の
域
内
に
入

っ
た
時
に
息
苦
し
く
な
り
、
四
肢
の
す
べ
て
が
麻
痔
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
か
く
は
無
力
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
、
全
然
起
あ
が
る
こ
と
も
歩

く
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
こ
の
家
畜
を
腕
で
か
か
え
て
家
に
連
れ
か
え
り
、
隣
人
た
ち
に
起
っ
た
こ
と
を
残
ら
ず
、

繰
返
し
語
っ
た
。

cot. 1052 

tま
そ
の
頃
ま
で

前

述
J、－Tこ
」ー

と
く

4
、
こ
う
し
て
こ
の
種
の
物
語
り
は
、
日
を
追
っ
て
発
展
し
、
さ
ら
に
ふ
ん
だ
ん
に
尾
鰭
が
つ
け
ら
れ
た
。
聖
者
と
そ
の
教
会
と
に
つ
い
て

い
く
ら
か
噂
が
生
き
残
っ
て
い
た
が
、

し
か
し
、

知
っ
て
い
た
人
々
が
す
で
に
死
絶
え
て
い
た
の

聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森）

八．



聖
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
諸
伝
承
の
邦
訳

（森〉

八
四

で
、
ど
の
場
所
に
あ
っ
た
か
ま
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
教
会
堂
の
さ
き
の
た
た
ず
ま
い
を
見
た
人
々
が
、
当
時

あ
た
か
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
話
し
た
こ
と
ど
も
を
、
か
つ
て
は
し
ば
し
ば
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
、
断
乎
と
し
て
主
張
す
る
も
の
に
事
欠

き
は
し
な
か
っ
た
。

名
前
も
功
徳
も
ボ
ュ
ト
ゥ
ス
な
る
あ
る
司
祭
が
、
こ
れ
ら
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
た
が
、
彼
は
神
と
聖
殉
教
者

と
の
愛
に
導
か
れ
て
、
殉
教
者
の
教
会
を
再
建
し
、
そ
の
場
所
を
、
今
日
そ
う
あ
る
如
く
、
住
め
る
よ
う
に
恢
復
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い

た
。
し
か
し
て
我
々
は
、
な
か
ん
ず
く
我
々
が
ほ
か
な
ら
ぬ
ボ
エ
ト
ゥ
ス
の
甥
で
あ
る
聖
職
者
ボ
エ
ミ
ワ
ス
か
ら
、
起
っ
た
一
つ
の
奇
蹟
を
知

5
、
そ
の
聞
に
、

っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
関
聯
す
る
こ
と
ど
も
に
つ
け
加
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

と
い
う
の
も
、
彼
が
ほ
か
な
ら
ぬ
彼
の
伯
父
か

ら
聖
者
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
た
と
主
張
す
る
こ
と
の
な
か
で
、
彼
は
、
当
の
ボ
ュ
ト
ゥ
ス
が
か
つ
て
ひ
そ
か
に
彼
か
ら
盗
み
去
ら
れ
た
馬
を
、

サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
様
の
取
な
し
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
取
戻
し
得
た
こ
と
を
話
し
た
か
ら
で
あ
る
。
馬
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
に
彼
が
何
を
し
た
か
と

言
え
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
聖
者
の
墓
の
前
に
、

文
句
を
言
っ
た
り
歎
い
た
り
し
な
が
ら
投
出
し
た
の
で
あ

彼
は
手
綱
と
鞍
と
を
も
っ
て
、

る
。
彼
は
言
っ
た
。
放
、
聖
な
る
殉
教
者
ょ
、
教
会
は
汝
の
礼
拝
と
崇
敬
と
の
用
に
再
建
さ
れ
た
が
、
卑
し
い
私
が
努
力
を
し
て
恢
復
し
得
た

お
返
し
に
、
汝
は
、
何
と
も
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
に
、
し
よ
う
と
す
れ
ば
出
来
た
筈
な
の
に
、
汝
の
功
徳
に
よ
っ
て
私
の
馬
を
守
る
こ
と
を
し
な

か
っ
た
。
私
は
正
し
く
こ
の
教
会
に
属
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
こ
れ
に
耐
え
ら
れ
ょ
う
か
。
神
よ
裁
き
た
ま
え
。
そ
し
て
汝
は
熟
慮
せ
よ
。

も
し
も
こ
の
こ
と
が
正
し
い
と
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
私
に
馬
を
返
せ
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
多
く
の
こ
と
を
、
あ
た
か
も
正
当
に
訴
え
る
も
の

の
ご
と
く
に
つ
け
加
え
た
後
に
、
彼
は
家
に
帰
り
、
夜
に
は
な
が
な
が
と
横
に
な
っ
て
、
安
ら
か
な
熟
睡
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
。
つ
い
で
死
ん
だ

よ
う
な
眠
り
を
捨
て
よ
と
告
げ
る
雄
鶏
の
声
に
彼
は
目
覚
め
て
、
夜
と
朝
の
勤
め
を
聖
な
る
墓
の
前
で
、
常
の
如
く
に
う
や
う
や
し
く
は
た
し

た
。
こ
れ
を
お
え
て
、
彼
が
教
会
か
ら
家
に
帰
っ
た
時
に
、
盗
ま
れ
た
ば
か
り
の
馬
が
、
誰
に
導
か
れ
る
で
も
な
く
、
忽
然
と
姿
を
あ
ら
わ
し

て
、
馴
染
ん
だ
飼
主
の
飼
葉
桶
を
求
め
て
厩
に
駆
け
込
ん
だ
。
司
祭
は
こ
の
こ
と
を
見
と
ど
け
て
、
主
と
そ
の
聖
殉
教
者
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
に
感



謝
を
捧
げ
、
以
後
ま
す
ま
す
熱
心
に
、
神
の
殉
教
者
の
崇
敬
に
従
事
し
た
。

（
1
）

A
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自
己
回
目
ロ
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ロ
吉
岡
ロ
凹
Z
白骨

ag
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ロ
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日
回
目
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V
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俗
司
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も
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
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ス
戒
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務
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適
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、
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し
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っ
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冬
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夜
課
は
夜
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八
時
（
ニ
時
三

O
分
）
の
起
床
時
に
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
夏
期
（
復
活
祭
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
）
に
は
、
「
日

の
出
と
と
も
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
朝
課
が
、
そ
の
聞
に
修
道
士
が
用
を
た
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行
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ど
く
僅
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の
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を
お
い
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続
く
よ
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に
行
な
わ
れ
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。
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ロ
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片
岡
田
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岡
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口
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ロ
円
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町
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口
件
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D
H
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H
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白
山
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民
口
汁
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ロ
t
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口
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口
合
同
－
V
）

m
J
6
、
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
そ
の
家
柄
に
お
い
て
輝
か
し
く
、
財
産
に
お
い
て
聞
こ
え
た
パ
イ
デ
ィ
ル
ス
な
る
人
物
が
い
た
が
、
彼
は
宮
廷
付
聖

c
職
者
で
あ
り
、
ト
ゥ

l
ル
の
マ
ル
ム

l
テ
ィ
エ
の
修
道
院
長
で
あ
り
、
聖
者
の
墓
の
す
ぐ
そ
ば
の
ケ
リ
シ
ク
ム
と
い
う
名
の
村
に
、
親
族
関
係

に
よ
っ
て
相
続
し
た
地
所
を
所
有
し
て
い
た
。
彼
は
こ
こ
に
地
主
と
し
て
や
っ
て
来
る
と
、
た
だ
ち
に
こ
れ
ら
の
件
を
知
っ
た
の
で
、
聞
い
た

こ
と
ど
も
を
細
心
に
思
い
め
ぐ
ら
せ
は
じ
め
、
さ
ら
に
か
く
も
こ
れ
ら
が
ひ
ろ
ま
り
得
た
理
由
を
知
る
た
め
に
、
詳
細
な
調
査
に
よ
っ
て
探
索

し
は
じ
め
た
。
現
存
す
る
人
々
や
古
人
た
ち
の
物
語
り
を
聞
き
、
さ
ら
に
ま
た
奇
蹟
の
証
言
を
聞
き
、
は
た
ま
た
そ
の
場
所
で
説
明
を
う
け
た

事

柄

が

極

め

て

真

実

で

あ

る

と

結

論

し

た

の

で

、

聖

殉

教

者

の

側

か

ら

は

恩

寵

が

来

る

よ

う

彼
は
、

信
心
深
く
熱
心
な
努
力
を
か
さ
ね
て
、

に
、
ま
た
聖
殉
教
者
に
は
、
彼
の
財
産
の
一
部
を
も
っ
て
威
信
が
ま
し
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
熱
望
し
は
じ
め
た
。
そ
の
結
果
は
な
ん
と
、
そ

れ
ま
で
は
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
地
所
の
な
か
に
、
彼
は
、
神
の
力
に
励
ま
さ
れ
て
、
キ
り
ス
ト
の
母
で
あ
る
聖
処
女
の
誉
れ
の
た
め

に
、
教
会
堂
を
創
っ
て
聖
別
し
、
集
落
を
作
り
、
聖
職
者
た
ち
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る
も
の
を
備
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い

に
彼
は
、
信
仰
と
、
全
き
恭
敬
の
情
と
を
も
っ
て
聖
者
の
墓
に
赴
い
て
ひ
れ
伏
し
、
聖
務
と
ミ
サ
の
儀
式
と
を
挙
げ
て
、
神
と
聖
殉
教
者
と

に
、
彼
が
努
力
し
て
来
た
こ
と
を
成
就
す
る
こ
と
を
彼
に
許
し
た
ま
う
よ
う
に
祈
り
、
聖
殉
教
者
が
横
た
わ
っ
て
い
た
場
所
か
ら
、
多
量
に
し

聖
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て
極
め
て
豊
か
な
聖
遺
物
を
、
お
の
の
き
っ
つ
、
詩
篇
を
詠
請
し
な
が
ら
採
取
し
た
。

こ
う
し
て
彼
は
遺
体
を
昇
床
に
横
た
え
、
歓
喜
の
あ
ま

り
足
の
踏
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
も
こ
の
聖
な
る
業
に
つ
い
て
は
何
ら
の
困
難
に
も
妨
げ
ら
れ
ず
に
、
卓
越
し
た
殉
教
者
の
崇

敬
の
た
め
に
彼
が
準
備
し
た
石
棺
の
と
こ
ろ
へ
到
着
し
た
。
そ
の
中
に
彼
は
、
神
に
感
謝
を
捧
げ
つ
つ
、
貴
い
遺
体
を
う
や
う
や
し
く
納
め
、

教
会
財
産
と
し
て
教
会
と
殉
教
者
自
身
と
に
対
し
て
、
地
所
の
す
べ
て
と
従
属
民
と
を
寄
進
し
た
。
か
く
て
彼
は
、
彼
の
誓
願
が
か
な
え
ら
れ

た
こ
主
に
つ
き
、
盛
大
に
神
と
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
と
を
讃
え
か
っ
祝
い
な
が
ら
、
誇
ら
し
げ
に
教
会
堂
を
出
た
の
で
あ
る
。

7
、
そ
れ
以
外
に
彼
は
、
そ
の
生
存
中
を
通
じ
て
贈
物
を
さ
さ
げ
、
教
会
所
有
地
を
ふ
や
す
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
の
で
、

て
こ
の
場
所
は
豊
か
に
な
り
、
ま
た
発
展
し
た
。
さ
ら
に
貴
人
の
多
く
は
彼
の
ま
れ
な
る
活
動
に
倣
っ
て
、
財
宝
を
増
し
加
え
、
自
有
地
を
さ

さ
げ
た
か
ら
、
こ
の
場
所
は
多
く
の
寄
進
に
よ
っ
て
光
輝
に
み
ち
た
。
ま
た
こ
の
場
所
に
は
修
道
士
の
戒
律
が
課
せ
ら
れ
た
の
で
、
耕
作
が
進

む
に
つ
れ
て
、
こ
の
場
所
は
ま
す
ま
す
崇
敬
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
場
所
は
、
森
や
果
樹
の
美
し
さ
が
楽
し
み
を
ま
し
て
い

た
が
、
牧
場
と
葡
萄
園
、
水
流
と
水
車
と
を
も
っ
て
巧
み
な
配
置
が
行
な
わ
れ
て
い
た
し
、
現
在
も
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ

8
、
そ
こ
で
修
道
士
た
ち
が
、
聖
務
を
果
し
た
後
に
、
彼
ら
の
義
務
で
ら
る
手
仕
事
ゼ
注
意
深
く
励
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
居
全
体
が

教
会
と
と
も
に
、
よ
り
高
貴
な
、
ま
た
よ
り
大
い
な
る
外
観
を
も
っ
て
聾
え
立
っ
た
。
彼
ら
の
善
と
秩
序
と
に
み
た
さ
れ
た
修
道
生
活
は
、
神

と
聖
殉
教
者
と
に
助
け
ら
れ
て
、
こ
こ
に
多
く
の
人
々
の
、
特
に
有
力
者
た
ち
の
心
を
し
て
、
こ
の
場
所
に
つ
い
て
想
い
、
な
か
ん
づ
く
こ
の

場
所
に
献
物
を
な
す
べ
く
お
だ
や
か
に
誘
な
う
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
修
道
院
は
か
か
る
も
の
と
し
て
栄
え
た
し
、
か
か
る
も

の
と
し
て
今
日
ま
で
善
業
の
果
実
を
た
わ
わ
に
実
ら
せ
て
い
る
が
、

ん
こ
と
を
、
筆
者
は
願
い
か
つ
望
む
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
か
か
る
も
の
と
し
て
永
遠
に
イ
エ
ス
・
キ
ザ
ス
ト
の
う
ち
に
あ
ら



（1
）
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
に
お
い
て
手
仕
事
（
O
宮
E
B
Bロ
ロ
ヨ
）
は
、
冬
期
に
は
三
時
課
（
八
時
一
五
分

t
三
O
分
）
と
九
時
課
（
二
時
一
五

分
）
と
の
問
に
行
な
わ
れ
る
。
夏
期
は
一
時
課
の
終
了
後
第
四
時
頃
ま
で
と
、
九
時
課
終
了
後
晩
課
ま
で
と
に
行
な
わ
れ
る
。
ハ
同
州
向
型
芯
』

ws－w
口－

MF〈口同・）

9
、
彼
の
遺
体
の
奉
遷
の
後
に
、
彼
の
聖
な
る
聖
性
を
最
も
明
確
に
示
す
た
め
に
特
に
生
じ
た
不
思
議
は
、
思
う
に
、
他
の
思
慮
な
き
人
々

に
よ
っ
て
は
、
奇
蹟
で
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
聖
者
が
、
遺
体
と
し
て
で
は
あ
っ
て
も
、
移
さ

日
れ
た
場
所
を
、
パ
イ
デ
ィ
ル
ス
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顧
み
る
こ
と
を
怠
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
司
祭
ボ
＝
ト
ゥ
ス
は
、
聖
殉
教
者
の

nυ 札
遺
体
が
運
ば
れ
た
の
と
同
じ
道
を
通
っ
て
、
未
発
酵
の
葡
萄
液
を
積
ん
だ
荷
車
を
押
し
て
行
っ
た
が
、
家
に
た
ど
り
つ
く
前
に
、
栓
が
抜
け

c
 て

、
誰
も
気
が
つ
か
ぬ
う
ち
に
、
荷
車
の
床
か
ら
地
面
に
こ
ろ
げ
落
ち
た
。
し
か
も
葡
萄
液
は
、
あ
た
か
も
孔
が
閉
じ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、

一
滴
た
り
と
も
こ
ぼ
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
荷
車
が
貯
蔵
庫
に
つ
く
や
、
司
祭
は
近
よ
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
樽
を
、
一
体
何
が

起
っ
た
の
か
と
点
検
し
、
孔
が
あ
い
て
栓
が
な
い
の
に
気
が
つ
い
た
。
彼
は
そ
の
中
に
葡
萄
液
が
全
然
残
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
か
っ
恐
れ
な

が
ら
、
激
し
い
怒
り
に
駆
ら
れ
て
召
使
い
た
ち
を
、
何
故
に
こ
の
こ
と
に
少
し
も
注
意
を
は
ら
わ
な
か
っ
た
の
か
と
、
不
機
嫌
が
も
た
ら
す
厳

し
さ
を
も
っ
て
叱
責
し
は
じ
め
た
。
彼
が
ひ
ど
く
に
が
に
が
し
い
思
い
で
こ
う
言
う
聞
に
、
一
人
が
来
た
道
を
駆
け
も
ど
っ
て
、
あ
ま
り
遠
く

な
い
と
こ
ろ
に
落
ち
て
い
た
栓
を
地
面
か
ら
拾
い
上
げ
て
、
樽
に
う
が
た
れ
て
い
た
孔
に
あ
て
が
っ
た
。
こ
れ
を
押
し
あ
て
る
と
、
な
か
に
お

し
こ
ま
れ
る
ま
で
も
な
く
、
葡
萄
液
の
激
流
が
ま
っ
す
ぐ
に
ほ
と
ば
し
り
出
て
、
栓
を
さ
し
の
べ
て
い
た
者
の
療
や
胸
に
ま
で
飛
ん
だ
。
司
祭

と
そ
の
傍
に
い
た
も
の
た
ち
と
は
、
こ
れ
を
見
た
こ
と
で
奇
蹟
を
示
さ
れ
た
た
め
に
、
熱
狂
の
あ
ま
り
呆
然
と
な
っ
て
、
天
に
ま
し
ま
す
創
造

主
と
そ
の
聖
殉
教
者
サ
ヴ
ィ
ヌ
ス
と
に
、
彼
ら
す
べ
て
の
讃
美
の
声
を
、
双
手
を
か
か
げ
て
、
歓
声
と
と
も
に
献
げ
た
。
そ
し
て
司
祭
は
そ
の

そ
の
際
に
葡
萄
酒
を
得
た
の
で
、
喜
ん
で
よ
り
一
層
の
誓
願
と
祈
り
と
に
よ
り
感
謝
を
献
げ

真
盛
り
に
、

こ
の
栓
を
樽
に
と
り
つ
け
た
が
、

た
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
こ
と
ど
も
と
と
も
に
、
同
じ
く
ボ
一
て
子
ワ
ス
が
、
前
に
述
べ
た
彼
の
伯
父
か
ら
、

し
ば
し
ば
聞
か
さ
れ
た
物
語
り
に

よ
っ
て
知
る
に
い
た
っ
た
と
断
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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（

1
）
合
ロ
白
告
曲
j
i－－
a
g
g
g
v－
U

居。
Eぬ
p
q
h。
hhaa＝F
t
A
A
E
a
E
v・h
v
R
S
F
E
H回目件。自民

S
2
5ロ
HEM－
用
例
と
し
て
ζ

の
筒
所
の

み
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

四
、
と
は
言
う
も
の
の
我
々
は
、
何
故
に
こ
の
聖
者
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
集
め
て
書
こ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
よ
り
大
な
る
功
徳
あ
る
も
の
と
な
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
我
々
は
次
の
様
な
例
を
挿
入
し
よ
う
。
お
た

一
体
我
々
は
、

聖
者
に
祈
る
や
否
や
、

て
。
ま
た
彼
の
遺
体
が
そ
の
傍
に
留
ま
っ
て
、
彼
に
そ
れ
が
寄
進
さ
れ
る
ま
で
は
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
か
ら
動
か
な
か
っ
た
か
の
葡
萄
聞
に
つ

い
て
。
あ
る
い
は
そ
の
他
に
、
手
が
な
が
い
間
麻
簿
し
て
い
た
が
、
眠
っ
て
い
る
聞
に
フ
ラ
シ
キ
ア
の
地
方
か
ら
運
ば
れ
て
来
て
、
こ
こ
で
殉

教
者
の
仲
だ
ち
に
よ
っ
て
即
座
に
癒
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
。
あ
る
い
は
さ
ら
に
三
十
年
来
視
カ
を
う
ば
わ
れ
て
い
た
盲
人
に
つ
い
て
。
彼
は

三
百
六
十
カ
月
を
経
過
し
た
後
に
、
正
し
く
こ
と
で
光
を
得
、
目
明
き
と
な
り
、
喜
ん
で
帰
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
、
ま
た
同
様
な
奇
蹟

は
、
殉
教
者
の
慈
悲
に
よ
っ
て
、
彼
の
墓
の
あ
る
教
会
堂
で
病
人
た
ち
に
起
っ
た
が
、
も
し
も
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
癒
さ
れ
た
も
の
た
も

の
名
前
や
、
彼
ら
が
そ
こ
で
生
れ
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
生
国
や
村
を
、
度
を
こ
え
た
や
り
方
で
書
き
な
ら
ベ
は
じ
め
た
り
、
朗

が
い
に
内
側
に
む
か
つ
て
轡
曲
し
て
い
た
足
が
、

天
の
憐
み
に
よ
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
た
ギ
ボ
ル
ド
ゥ
ス
に
つ
い

読
す
る
気
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
私
に
も
、
温
和
な
読
者
に
も
、
ま
た
熱
心
な
聴
衆
に
も
耐
え
難
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
を
、
私
は
否
定
し
な

い
。
何
と
な
れ
ば
節
度
こ
そ
が
、
神
的
著
述
や
聖
者
伝
を
書
か
ん
と
す
る
際
に
は
守
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
も
し
我
々
が
そ
の
聖
人
に
つ
い
て
短

か
く
物
語
っ
た
と
し
て
も
、
何
故
に
我
々
が
僅
か
な
言
葉
を
も
っ
て
彼
の
功
徳
や
力
に
よ
る
恩
寵
を
敷
損
す
る
が
ご
と
き
こ
と
が
あ
り
得
る
で

あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
我
々
が
祈
り
ま
つ
る
は
、
こ
の
奉
遷
の
記
が
、
こ
の
よ
う
に
相
応
し
く
遷
さ
れ
た
ま
う
た
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
こ
そ
が
、
価
高

く
誉
れ
に
み
ち
た
キ
リ
ス
ト
の
殉
教
者
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
か
つ
些
か
強
調
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
自
身
は
も
と
よ

り
、
キ
り
ス
ト
を
言
い
あ
ら
わ
し
た
も
の
た
ち
が
す
べ
て
、
証
し
の
聖
者
と
呼
ば
れ
る
の
は
正
し
く
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
彼
ら
が
、
キ
り
ス
ト

の
た
め
に
血
を
流
し
た
こ
と
の
故
に
、
殉
教
者
と
呼
ば
れ
る
を
欲
す
る
こ
と
こ
そ
、
神
と
聖
サ
グ
ィ
ヌ
ス
と
に
献
ぜ
ら
れ
た
こ
の
修
道
院
の
何



者
に
対
し
て
も
、
聖
霊
が
啓
示
を
も
っ
て
示
さ
ん
と
し
た
ま
い
し
と
こ
ろ
で
あ
る
。

川
口
、
彼
は
功
徳
に
お
い
て
富
み
、
祈
り
に
お
い
て
豊
か
で
あ
り
た
ま
う
が
故
に
、
我
ら
卑
し
き
も
の
ど
も
は
、
殉
教
者
と
な
り
た
ま
い
、
さ

∞
 

%
ら
に
天
に
て
殉
教
の
勲
に
よ
り
冠
を
う
け
た
ま
う
た
彼
が
、
我
ら
の
魂
と
肉
体
と
の
救
済
の
た
め
に
執
な
す
を
志
し
た
ま
わ
ん
こ
と
を
、
彼
に

山
対
し
て
祈
り
か
つ
懇
願
し
た
て
ま
つ
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
彼
と
す
べ
て
の
聖
者
た
ち
と
の
祈
り
に
よ
っ
て
、
主
御
み
ず
か
ら
、
我
ら
の
罪
答
を

消
滅
さ
せ
た
ま
い
、
あ
る
い
は
犯
し
た
罪
を
あ
ま
ね
く
ゆ
る
し
た
ま
い
、
永
遠
の
栄
光
と
生
命
と
を
、
世
々
に
わ
た
り
て
彼
に
与
え
た
ま
わ
ん

が
た
め
で
あ
る
。
ア

l
メ
シ
。
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LEGENDES DE SAINT SAVIN, TRADUCTION JAPONAISE 

--Etudes sur l'histoire de l'Abbaye de 
Saint-Savin-sur-Gartempe I--

Hiroshi MORI 

Du 18 octobre 1969 au 27 janvier 1970, la Mission japonaise d'Etudes de 
!'Art medieval en France, dirigee par M. le Professeur I. Yoshikawa, a 
ete envoyee, sous les auspices du Ministere de l'Education Nationale, 
pour les 1'\tudes sur l'abbaye de Saint-Savin-sur-Gartempe(Vienne). Je 
me suis occupe la des inscriptions et documents, parmi lesquels je tra
duis en japonais les legendes de saint Savin. 

I. Preface a la vie de saints Cyprien et Savin, par Gausbertus, abbe 
de Saint-Cyprien de Poitou (Martene et Durand, Thesaurus novus Anec
dotorum, t. I, Paris, 1717, col. 151.). Martene et Durand datent cette 
oeuvre de 1029, mais elle pourrait avoir ete redigee a la fin du XI• 
siecle apres la redaction de la Passio elle-m~me, peut-Hre a l'abbaye de 
Saint-Cyprien. 

II. La Passio de saint Savin et saint Cyprien (AASS., Julii, t. III, 
[die duodecima]. Paris et Rome, 1867, pp. 184-189.). Ce texte a ete 
transcrit du breviaire manuscrit particulier au monastere de Sainte
Catherine de Brescia. Nous avons, cependant, a la Bibliotheque munici
pale de Poitiers, un autre texte dans le Recueil des manuscrits de 
Dom Fonteneau, t. LXXX, pp. 383-393, qui est d'une ecriture tres fine 
appartenant peut-Hre au commencement du XVII• siecle. Ce texte-ci 
est beaucoup different par les details et, a mon avis, est superieur a 
celui des Bollandistes. La redaction de la Passio pourrait ~tre fixee au 
troisieme quart du XI• siecle, et attribuee a un moine de l'abbaye de 
Saint-Savin. 

III. La Translatio de saint Savin, (Migne, Pat. Lat., t. CXXVI, Paris, 
1852, col. 1051-1056.) attribuee a Aimoin, moine de l'abbaye de Saint
Germain-des-Pres. Un abbe (memorandus Hucbertus) est mentionne 
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dans ce texte, que nous ne pouvons point trouver parmi les ab bes de Saint

Savin. Mais il y avait deux Hucbertus, l'un, abbe de Saint-Martin-de

Tours (an. 862), l'autre, celui de Saint-Germain-des-Pres (an. 892). On 

pourrait attribuer la redaction de ce texte a un moine de Saint-Ger

main-des-Pres au X• siecle (au XI• siecle d'apres Molinier). 

En travaillant a Saint-Savin-sur-Gartempe et a Poi tiers, M. R. Crozet, 

Professeur honoraire et fondateur du Centre d'Etudes superieures de 

Civilisation medievale de l'Universite de Poitiers, M. E.-R. Labande, 

Professeur et Directeur actuel de ledit Centre, Mm• Y. Labande-Mail

fert, M. R. Favreau de l'Universite de Poi tiers, M. Guerin, Bibliothecaire 

de la Bibliotheque municipale de Poitiers ont bien voulu m'offrir les 

renseignements et conseils precieux. Pour achever cette traduction, 

l'appui de M. K. Kawaida, Professeur de l'Universite de Fukuoka et 

M 11• C. Kishi, Assistante a la Faculte des Lettres de l'Universite de 

Kyushu a ete inevitable. Que tous veuillent bien trouver ici l'exp

ression de ma profonde reconnaissance. Ainsi je voudrais dedier ce 

pauvre resultat a Monsieur le Professeur I. Yoshikawa, Directeur de 

ladite Mission et mon maitre. Qu'il veuille bien l'accepter ! 
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